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主な事業と決算額

平成26年度 決 算 報 告

◆農林水産費
○農地除草工事� 4,599万4千円
○県漁業信用基金協会貸付事業� 2,000万円

◆商工費
○大熊町中小企業合理化資金
　融資制度貸付事業� 1億1,500万円

◆土木費
○道路維持事業� 5,817万2千円
○復興拠点整備事業� 2,009万9千円
○会津若松市仮設住宅管理事業�1億4,287万2千円
○いわき市仮設住宅管理事業� 4,221万4千円

◆消防費
○広域圏組合消防費負担金� 1億5,055万1千円
○防災行政無線復旧工事� 5億3,112万3千円

◆教育費
○スクールバス運行委託事業� 1億2,803万7千円
○小学校管理事業� 4,962万3千円
○中学校管理事業� 1,589万5千円
○幼稚園管理事業� 6,176万円
○試掘作業委託料� 1,247万9千円

◆災害復旧費
○屋根養生補修工事� 1,193万8千円

◆公債費
○元利償還金� 3,964万4千円

◆諸支出金
○国民健康保険特別会計操出金� 1,838万3千円

◆総務費
○庁舎（いわき）空調設備工事� 4,646万5千円
○総合振興（復興）計画策定事業�4,761万3千円
○防犯対策事業� 2億3,740万7千円
○復興支援員事業� 7,337万7千円
○ICT（タブレット）活用事業� 1億5,622万4千円
○電源立地地域対策交付金事業
　修繕維持補修基金積立金� 15億6,231万1千円
○電源交付金施設維持運営事業
　基金積立金� 5億226万4千円
○東日本大震災復興基金
　積立金� 24億8,654万8千円
○東日本大震災復興交付金
　基金積立金� 2,326万5千円
○中間貯蔵施設立地町地域振興
　交付金基金積立金� 32億9,252万9千円
○中間貯蔵施設整備等影響緩和
　交付金基金積立金� 461億円

◆民生費
○臨時福祉給付金等給付事業� 7,171万2千円
○老人福祉事業� 6,884万5千円
○自立支援事業� 1億2,871万円
○後期高齢者医療費� 1億512万4千円
○児童手当支給事業� 2億1,930万5千円
○災害弔慰金支給事業� 3,250万円
○津波被害住宅再建見舞金� 2,319万8千円

◆衛生費
○予防接種事業� 2,659万9千円
○広域圏組合衛生費負担金� 1億9,134万5千円
○住民健康増進事業� 3,003万8千円
○放射線対策費� 4,813万9千円

一般会計歳入決算の状況
605億875万1千円
一般会計歳入決算の状況
605億875万1千円

一般会計歳出決算の状況
599億4,084万8千円
一般会計歳出決算の状況
599億4,084万8千円

〔町民税〕 4億5,337万1千円  

     個人 2億8,827万9千円
     法人 1億6,509万2千円

〔固定資産税〕 35億13万3千円  

     土地 2,425万円
     家屋 3億2,034万8千円
     償却資産 31億4,883万9千円  
     交納付金 669万6千円

〔軽自動車税〕 1,523万3千円  

○議会費 8,628円
○総務費 520万5,015円
○民生費 9万9,783円
○衛生費 3万9,159円
○農林水産業費 1万4,745円
○商工費 1万4,020円
○土木費 3万6,604円
○消防費 6万8,421円
○教育費 4万7,438円
○災害復旧費 1,121円
○公債費 3,665円
○諸支出金 3,271円

（7.8%）

（76.5%）

（23.5%）

（91.8%）

（1.1%）

（12.9%）

（85.7%）

（0.3%）

（0.4%）

町税収入内訳

町民１人当たりの支出額
554万1,868円

町税
39億6,872万7千円
（6.6％）

総務費
562億9,744万円
（93.9%）
（うち中間貯蔵
施設関係積立金
493億9,252万
9千円）

民生費
10億7,924万9千円
（1.8％）

議会費
9,332万3千円
（0.2％）

国県支出金
534億6,915万
8千円（88.4%）
（うち中間貯蔵
施設関係交付金
493億9,252万
9千円）

地方譲与税など
17億9,631万円（3.0％） 繰入金など

10億4,957万7千円（1.7％）

諸収入
2億163万7千円（0.3％）

財産収入
2,334万8千円（0.0％）

源財主自

源

（8.6％）

（91.4％）

財

存
依
歳 入
605億
875万1千円

歳 出
599億
4,084万
8千円

平成27年３月31日現在の
人口（10,816人）より計算 

⎛
⎝

⎞
⎠

衛生費
4億2,353万9千円
（0.7％）

農林水産業費
1億5,948万6千円
（0.3％）

商工費
1億5,163万9千円（0.2％）

土木費
3億9,590万5千円（0.6％）

消防費
7億4,003万9千円（1.2％）

教育費
5億1,308万6千円
（0.9％） 災害復旧費

1,212万4千円
（0.0％）

公債費
3,964万4千円（0.1％）
諸支出金
3,537万4千円（0.1％） 
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一般会計歳入決算の状況
605億875万1千円
一般会計歳入決算の状況
605億875万1千円

一般会計歳出決算の状況
599億4,084万8千円
一般会計歳出決算の状況
599億4,084万8千円

〔町民税〕 4億5,337万1千円  

     個人 2億8,827万9千円
     法人 1億6,509万2千円

〔固定資産税〕 35億13万3千円  

     土地 2,425万円
     家屋 3億2,034万8千円
     償却資産 31億4,883万9千円  
     交納付金 669万6千円

〔軽自動車税〕 1,523万3千円  

○議会費 8,628円
○総務費 520万5,015円
○民生費 9万9,783円
○衛生費 3万9,159円
○農林水産業費 1万4,745円
○商工費 1万4,020円
○土木費 3万6,604円
○消防費 6万8,421円
○教育費 4万7,438円
○災害復旧費 1,121円
○公債費 3,665円
○諸支出金 3,271円

（7.8%）

（76.5%）

（23.5%）

（91.8%）

（1.1%）

（12.9%）

（85.7%）

（0.3%）

（0.4%）

町税収入内訳

町民１人当たりの支出額
554万1,868円

町税
39億6,872万7千円
（6.6％）

総務費
562億9,744万円
（93.9%）
（うち中間貯蔵
施設関係積立金
493億9,252万
9千円）

民生費
10億7,924万9千円
（1.8％）

議会費
9,332万3千円
（0.2％）

国県支出金
534億6,915万
8千円（88.4%）
（うち中間貯蔵
施設関係交付金
493億9,252万
9千円）

地方譲与税など
17億9,631万円（3.0％） 繰入金など

10億4,957万7千円（1.7％）

諸収入
2億163万7千円（0.3％）

財産収入
2,334万8千円（0.0％）

源財主自

源

（8.6％）

（91.4％）

財

存
依
歳 入
605億
875万1千円

歳 出
599億
4,084万
8千円

平成27年３月31日現在の
人口（10,816人）より計算 

⎛
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衛生費
4億2,353万9千円
（0.7％）

農林水産業費
1億5,948万6千円
（0.3％）

商工費
1億5,163万9千円（0.2％）

土木費
3億9,590万5千円（0.6％）

消防費
7億4,003万9千円（1.2％）

教育費
5億1,308万6千円
（0.9％） 災害復旧費

1,212万4千円
（0.0％）

公債費
3,964万4千円（0.1％）

諸支出金
3,537万4千円（0.1％） 
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基金の現状
（単位：千円）

区　　分
平成25年度末

現在高

平成26年度中 平成26年度末

現在高積　立　金 取　崩　額

財 政 調 整 基 金 7,657,246 374,251 0 8,031,497

そ の 他 の 基 金 16,111,372 53,972,665 747,413 69,336,624

特別会計の基金 601,305 286,927 13,346 874,886

合 計 24,369,923 54,633,843 760,759 78,243,007

特別会計歳入歳出決算の状況

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引

 坂下ダム施設管理事業 4,795万3千円 4,393万3千円 402万円

 国民健康保険 25億7,754万3千円 24億6,676万5千円 1億1,077万8千円

 奨学資金貸与 7,245万8千円 5,931万4千円 1,314万4千円

 地域下水道事業 193万1千円 190万4千円 2万7千円

 特定環境保全公共下水道事業 47万円 10万1千円 36万9千円

 農業集落排水事業 45万6千円 2万円 43万6千円

 住宅団地造成事業 5万1千円 4万9千円 2千円

 工業団地造成事業 5万円 4万9千円 1千円

 中央台霊園管理事業 43万7千円 28万8千円 14万9千円

 介護保険事業

　・介護保険事業勘定

　・介護サービス事業勘定

12億2,911万7千円
563万1千円

11億4,850万7千円
535万7千円

8,061万円
27万4千円

 後期高齢者医療 2,420万2千円 2,385万1千円 35万1千円

　特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般会計と区別して 経理する会計で、大熊町には
以下の特別会計があります。

町債の状況
町の借金である町債は、下水道や総合体育館、健康公園など施設整備の財源調達を目的に

起こされました。平成26年度末の町債残高は23,428千円です。町民一人あたりに換算する
と2,166円（平成27年3月31日現在の人口（10,816人）より計算）となります。
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1 健全化判断比率
指　標　名 大熊町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.99％ 20.0％
連結実質赤字比率 － 19.99％ 30.0％
実 質 公 債 費 比 率 －2.2％ 25.0％ 35.0％
将 来 負 担 比 率 － 350.0％

( 備考 ) 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は、「－」
で表示しています。

健全化判断比率及び資金不足比率の状況

2 資金不足比率
特　別　会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準

特定環境保全公共下水道事業特別会計 －
20.0％農業集落排水事業特別会計 －

宅地造成事業特別会計（住宅団地造成事業特別会計・工業団地造成事業特別会計） －
 （備考） 資金不足比率が算定されない場合は、「－」で表示しています。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき平成26年度決算の健全化判断比率および資
金不足比率の状況をお知らせします。

この法律の主要な目的は、財政破綻後の再建ではなく、財政状況が悪化した段階で早期の是正を行
うものです。この早期是正に該当する財政状況かどうかを判断するため、毎年、決算確定後速やかに
健全化判断比率および資金不足比率を算定することになり、これらの比率のうち一つでも法律で定め
る基準を超えた場合は、各種の是正措置を行わなければなりません。また、算定した各比率について
は、議会に対し報告することおよび住民に対し公表することが義務づけられています。

本町の平成26年度決算では、いずれの指標においても基準値を下回っています。

◇実質赤字比率
　一般会計等※１を対象とした実質赤字額の標準財政規模※２に対する比率。
　一般会計等※１の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すもの。
◇連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の標準財政規模※２に対する比率。
　すべての会計の赤字や黒字を合算し、赤字の程度を指標化し、財産運営の悪化の度合いを示すもの。
◇実質公債費比率
　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とする額に対する比率の３カ年
平均。
　借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すもの。
◇将来負担比率
　地方公社や損失補償を行っている出資法人等に係るものも含め、一般会計等が将来負担すべき実質的な負
債の標準財政規模※２を基本とする額に対する比率。
一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来
財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

※１　一 般 会 計 等…本町では、一般会計と特別会計のうち坂下ダム施設管理事業特別会計･地域下水道事業
特別会計・中央台霊園管理事業特別会計が該当します。

※２　標準財政規模…町の標準的な状態で通常収入されると見込まれる経常的一般財源の規模を示すもの。

◇資金不足比率
　公営企業ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率。
　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化
の度合いを示すもの。　

【お問い合わせ先】　大熊町役場会津若松出張所　総務課財政係
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進む町民判断
Ｑ．帰還の意向

Ｑ．解除まで待てる期間

Ｑ．町とのつながりを保ちたいか

〈前回（昨年９〜10月）〉

～大熊町住民意向調査・速報版～

0 20 40 60 80 100（%）

70 歳以上

60～69 歳

50～59 歳

40～49 歳

30～39 歳

29 歳以下

全体

戻りたいと考えている
（自宅以外の大熊町内への
帰還や、将来的な希望も含む） まだ判断がつかない

戻らないと決めている
（戻れないと考えている） 無回答

11.4 17.3 63.5 7.8

12.9 14.1 70.6 2.4

6.7 18.5 7.3 1.2

7.9 22.8 67.0 2.3

8.5 20.4 67.8 3.3

12.8 15.9 65.0 6.4

15.4 14.0 52.7 17.9

0 20 40 60 80 100（%）

全体

３年以内 ５年以内 10 年以内 帰れるまで待つ 無回答

22.1 17.8 12.2 43.9 4.0

0 20 40 60 80 100（%）

全体

そう思う わからない そう思わない 無回答

60.8 28.7 7.2 3.3

0 20 40 60 80 100（%）

全体

戻りたいと考えている
（将来的な希望も含む） まだ判断がつかない 戻らないと決めている

無回答

13.3 25.9 57.9 2.9
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Ｑ．現在の住居形態

Ｑ.復興公営住宅への入居希望状況

〈前回〉

〈前回〉

応急仮設住宅
（プレハブ型。無償）

公営住宅
（2. は除く。有償）

民間賃貸
住宅（有償）

給与住宅
（社宅など）

家族のどなたかの
お住まい・実家

その他 無回答

0 20 40 60 80 100

　 12.4 24.3 3.5 38.9

3.6 1.5

11.6

1.4
1.6
1.2親戚・知人宅

持ち家（ご本人
またはご家族所有）

応急仮設住宅（民間住宅・
公営住宅などの借り上げ
型。無償）

すでに当選または
入居が決定している
（入居している）

無回答

0 20 40 60 80 100（%）

全体
1.3 7.4 14.7 2.968.4

入居の申込み中である
今後、入居申込みしたい

現時点では判断できない
入居を希望しない

5.3

すでに当選または
入居が決定している 無回答

0 20 40 60 80 100（%）

全体
2.2 11.9 18.5 2.561.6

入居の申込み中である
今後、入居申込みしたい

現時点では判断できない
入居を希望しない

3.3

復
興
庁
と
県
、
大
熊
町
が
今
年
8
月
に
実
施

し
た
住
民
意
向
調
査
の
速
報
版
が
10
月
下
旬
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
帰
還
意

向
に
つ
い
て
「
ま
だ
判
断
が
つ
か
な
い
」
と
回

答
し
た
方
が
減
少
し
た
一
方
、「
戻
ら
な
い
」

と
回
答
し
た
方
は
増
加
し
ま
し
た
。「
戻
り
た

い
」
と
の
回
答
は
各
年
増
減
が
あ
り
ま
す
が
、

平
均
す
る
と
11
％
程
度
で
、
今
回
も
同
様
の
傾

向
で
し
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
に
中
間

貯
蔵
施
設
の
建
設
を
受
け
入
れ
た
こ
と
や
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
４
年
以
上
が
経
過
し
、
新
た

な
場
所
で
の
生
活
を
選
択
さ
れ
た
方
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
帰
還
意
向
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
か
を
今
後
、
国
や
県

と
意
見
交
換
し
、
必
要
な
対
策
、
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

復
興
公
営
住
宅
へ
の
入
居
希
望
に
関
し
て

は
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、
入
居
の
判
断
に

迷
っ
て
い
る
方
の
割
合
が
減
少
し
、
希
望
し
な

い
方
の
割
合
が
増
加
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
自

宅
を
購
入
す
る
等
、
新
た
な
生
活
を
選
択
さ
れ

た
方
が
増
加
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
意
向
調
査
に
未
回
答
の
世
帯
、
入

居
を
判
断
で
き
な
い
世
帯
が
一
定
の
割
合
で
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
整
備
計
画
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
他
の
市
町
村
の
住
民
意
向

調
査
や
復
興
公
営
住
宅
の
募
集
状
況
等
も
踏
ま

え
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

調査対象：世帯の代表者（5331世帯）
調査時期：８月３日～17日

調査方法：郵送配布、郵送回収
回答者数：2667世帯（回収率50.0%）

応急仮設住宅
（プレハブ型・無償）

公営住宅
（1. は除く有償）

民間賃貸
住宅（有償）

給与住宅
（社宅など）

家族のどなたかの
お住まい・実家

その他 無回答

0 20 40 60 80 100（%）

15.9 34.2 16.0 24.1

3.8 1.5
0.5 1.2

1.7
1.2親戚・知人宅

持ち家（ご本人
またはご家族所有）

応急仮設住宅
（民間住宅・公営住宅
などの借り上げ型、無償）

【調査の概要】
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町
消
防
団
の
秋
季
検
閲
式
が

9
月
26
日
、
会
津
若
松
市
河
東

町
の
熊
町
・
大
野
小
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
四
国
や
近
畿

な
ど
県
外
を
含
む
避
難
先
か
ら

団
員
72
人
が
参
加
。
2
人
の
新

入
団
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

渡
辺
利
綱
町
長
ら
に
よ
る
通

常
点
検
を
受
け
た
後
、
規
律
訓

練
で
き
び
き
び
と
し
た
動
き
を

見
せ
ま
し
た
。渡
辺
町
長
は「
士

気
旺
盛
な
団
員
の
姿
は
心
強

い
。
本
来
の
活
動
が
で
き
な
い

中
で
苦
労
は
多
い
が
、
町
民
を

守
る
と
い
う
使
命
の
た
め
、
今

後
も
精
励
し
て
ほ
し
い
」
と
講

評
訓
示
し
ま
し
た
。

吉
田
稔
団
長
は
「
町
の
復
興

に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
団
員

の
皆
さ
ん
は
誰
よ
り
も
町
が
好

き
な
人
た
ち
。
諦
め
ず
再
生
に

向
け
て
努
力
し
て
い
こ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

町消防団秋季検閲式

◆功績章
渡辺忠広（第4分団副分団長）吉田健一（第8分団副分団長）
◆精績章
渡辺博志（第2分団副分団長）片寄真吾（第9分団副分団長）
志賀基広（第2分団班長）山口良志行（第3分団班長）渡部
昌彦（第4分団班長）石川義貴（第8分団班長）
◆精勤章
佐々木勝仁（第3分団班長）蛭田勝司（第1分団員）滝本淳（同）
川木敏行（第2分団員）大和田宣夫（第4分団員）佐藤信康（第
7分団員）半谷誠一（第8分団員）安藤幸夫（第9分団員）
◆感謝状
　大川原明（退職分団長）

町消防団長表彰
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震
災
に
遭
っ
た
の
は
、
仕
事
で
大
熊
町
に
住

み
11
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
だ
っ
た
。
大
熊
町
出
身

で
な
く
、
震
災
前
、
町
民
と
の
交
流
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
避
難
で
会
津
若

松
市
に
暮
ら
し
始
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を

通
じ
て
知
り
合
っ
た
町
民
の
方
か
ら
「
一
緒
に

消
防
団
を
や
ら
な
い
か
」と
誘
っ
て
い
た
だ
き
、

入
団
す
る
こ
と
に
し
た
。
若
松
で
の
町
民
と
の

交
流
を
通
じ
、
自
分
も
大
熊
町
民
だ
と
い
う
思

い
を
新
た
に
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
大
熊
町
民

と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
の
が
入
団

を
決
め
た
理
由
だ
。

　

初
参
加
の
検
閲
は
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
、
と
て

も
緊
張
し
た
。
し
か
し
先
輩
方
が
事
前
に
指
導

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
大
き
な
ミ
ス
は
し
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

　

ず
っ
と
町
内
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
年
齢
的
に

も
自
然
に
入
団
す
る
流
れ
だ
っ
た
は
ず
だ
。
各

地
に
町
民
が
避
難
し
て
い
る
状
況
で
、
人
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
声
を
掛
け
て
い
た

だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
少
し
で
も
町
の

役
に
立
ち
、接
点
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

自
動
車
の
整
備
士
に
な
る
た
め
郡
山
市
の
専

門
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
父
か
ら
「
農
家
の
長

男
な
の
だ
か
ら
入
団
し
な
さ
い
」
と
勧
め
ら
れ

て
入
団
し
た
。
学
生
の
間
は
参
加
で
き
る
が
、

就
職
し
た
ら
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
。出
ら
れ
る
う
ち
は
一
生
懸
命
参
加
し
た
い
。

　

初
め
て
の
検
閲
は
、
事
前
に
先
輩
方
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
が
、
み
ん
な
と
違
う

動
き
を
し
て
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
先
輩
方
は
震
災
後
、
満
足
に
練
習
が
で

き
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、
ま
っ
た
く
動
作
に

緩
み
が
な
く
、
き
び
き
び
し
た
動
作
を
し
て
い

て
、
す
ご
い
な
と
思
っ
た
。

　

古
里
は
震
災
か
ら
4
年
半
以
上
経
過
し
て
も

放
射
線
量
が
高
い
。
町
に
は
焦
る
こ
と
な
く
、

帰
る
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。
自
分

自
身
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
残
念
だ
が
帰
還
を
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
古
里
に
貢
献

す
る
消
防
団
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
自
分

に
と
っ
て
も
よ
い
経
験
に
な
る
と
思
う
。
で
き

る
だ
け
参
加
す
る
つ
も
り
だ
。

新入団員２人仲間入り

第６分団　田村　知広さ　　ん第９分団　小山　智広さ　　ん

　新たな消防団長に訓練分団長の加藤直人さんが就き、
10月１日、任命書が交付されました。加藤さんは昭和51
年に消防団に入団。第５分団副分団長、分団長などを経て
平成10年から訓練分団長を務めています。
　任命書交付式は町役場会津若松出張所で行われ、渡辺利
綱町長が「町は課題山積だが、町民のため尽力していただ
きたい」と述べました。
　加藤さんは「団員不足や組織再編など課題はあるが、町
民の生命と財産を守るため全力を尽くす」と話しています。
　加藤さんの任期は４年です。

新団長に加藤さ　　ん
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瓦版瓦版 かわら
ばん

町内で着々と進む復興などの様
子を、国・県・町が一体となりお
知らせします。
今回は町内パトロール、除染、
中間貯蔵施設、家屋調査について
紹介します。

◆
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
◆

〇
環
境
安
全
委
員
会
に
つ
い
て

　

９
月
12
日
に
福
島
県
、
大
熊
町
及
び
双
葉
町
等
の
委

員
か
ら
な
る
中
間
貯
蔵
施
設
環
境
安
全
委
員
会
（
第
２

回
）
が
開
催
さ
れ
、
工
事
や
輸
送
の
状
況
等
に
つ
い
て

環
境
省
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
委
員
に
よ
る
大
熊
町
及
び
双
葉
町
内
の

中
間
貯
蔵
施
設
の
保
管
場
の
現
地
調
査
が
実
施
さ
れ
、

現
場
作
業
の
状
況
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
委
員
会
か
ら

の
助
言
を
受
け
、
環
境
省
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
保
管

場
で
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
更
に
進
め
ま

す
。

○
除
染
土
壌
等
の
輸
送
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
現
在
、
平
田
村
、
会
津
坂
下
町
か
ら
大
熊

町
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
保
管
場
へ
の
試
験
輸
送
（
パ
イ

ロ
ッ
ト
輸
送
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
実
施
中
の
調
査
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
現
在
、
大
熊
町
内
に
お
い
て
道
路
、
河
川
、

地
下
水
、
測
量
、
家
屋
、
補
償
物
件
等
の
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
島
環
境
再
生
事
務
所　

中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所　

調
査
設
計
課

☎
０
２
４
（
５
６
３
）
１
２
９
３

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

環
境
対
策
課

◆
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
通
信
◆
　
お
か
え
り
な
さ
い
！
　
熊
　
川
　
の
　
鮭

　

復
興
事
業
課
で
は
、
町
道
・
農
道
等
を
中
心

に
毎
月
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
熊
川
を
遡
上
す
る
鮭
を
紹
介
し
ま

す
。　

　　

震
災
前
に
放
流
さ
れ
て
、
４
年
目
の
鮭
が
、

ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、熊
川
の
澄
ん
だ
流
れ
の
中
を
、�

鮭
の
群
れ
が
力
を
振
り
絞
っ
て
川
を
上
る
様
子

に
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

鮭は何匹いるかな？
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ふるさと

町内の様子を
特定の撮影場所から
毎月写真で紹介しま
す。今回は日隠山か
らの風景です。

おおくま
定点観測

〜日隠山から〜

ふるさと

　

10
月
14
日
に
日
隠
山
の
中
腹
に

あ
る
、
い
つ
も
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト

を
訪
れ
ま
し
た
。
よ
く
晴
れ
た
日

で
、
日
な
た
に
居
続
け
る
と
汗
ば

む
ほ
ど
の
陽
気
で
し
た
。
海
を
行

く
船
ま
で
く
っ
き
り
と
見
え
ま

す
。
ふ
も
と
の
民
家
の
庭
で
は
柿

が
実
を
付
け
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
葉
が
赤
く
色
づ
い
た

木
が
あ
り
ま
し
た
。
山
の
上
か
ら

見
る
木
々
も
、
心
な
し
か
色
づ
い

て
い
る
も
の
が
混
ざ
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
も
冬
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。

◆
除
染
に
つ
い
て
◆

〇
下
野
上
地
区
周
辺
95�

ha
の
実
施
状
況

　

学
校
等
の
公
共
施
設
に
続
き
、
住
宅

の
除
染
に
つ
い
て
も
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

放
射
性
物
質
は
小
さ
な
隙
間
に
付
着

し
ま
す
。
屋
根
や
壁
の
表
面
の
拭
き
取

り
の
他
に
、
ブ
ラ
シ
や
ハ
ケ
を
使
っ
て

屋
根
瓦
の
繋
ぎ
目
や
コ
ケ
・
雨
樋
な
ど

の
堆
積
物
等
の
除
去
に
よ
り
除
染
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

田
畑
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
１
日

現
在
適
切
な
剥
ぎ
取
り
厚
を
定
め
る
た

め
の
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大野児童館の建物除染の様子

〇
敷
地
内
に
あ
る
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

除
染
に
際
し
事
前
連
絡
し
ま
す
の
で
、
敷
地
内
に
あ
る

物
の
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
廃
棄
処
理
し
て
よ
い
も
の
は
、
除
染
業
者
と
回

収
業
者
が
連
携
し
て
処
理
し
ま
す
が
、
回
収
ま
で
は
敷
地

内
に
仮
置
き
と
な
り
ま
す
。

◆
家
屋
調
査
に
つ
い
て
◆

○
除
染
を
す
る
区
域
の
家
屋
の
解
体
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
ず
損
壊
状
況
調
査
（
家
屋
調
査
）
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
島
環
境
再
生
事
務
所　

会
津
支
所

☎
０
２
４
２
（
２
３
）
７
９
７
０

大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

税
務
課
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　町内の空気中や雨水に含まれる放射性物質はほとんどがセシウムです。
　周囲の環境や季節や天候によって、放射性物質が検出されたり検出されなかったりし
ます。
　空気中の放射性物質濃度を内部被ばく量に換算すると、わずかな量ですが、体内に放
射性物質を取り込まないよう、町内に立ち入る際はマスクの着用をお願いします。
　また、活動によって地面の放射性物質が舞い上がり、一時的に空気中の放射性物質濃
度が高まる可能性がありますので、ご注意ください。

ここがポイント

定時降下物放射性物質濃度測定結果一覧
Bq/㎡

No. 試料名

核種 核種 核種

ヨウ素-131 セシウム-134 セシウム-137

第1回目 第2回目 第3回目 第4回目 第1回目 第2回目 第3回目 第4回目 第1回目 第2回目 第3回目 第4回目
平成26年8月7日

�
平成26年9月4日

平成26年10月17日
�

平成26年11月6日

平成26年12月5日
�

平成26年12月23日

平成27年2月2日
�

平成27年2月17日

平成26年8月7日
�

平成26年9月4日

平成26年10月17日
�

平成26年11月6日

平成26年12月5日
�

平成26年12月23日

平成27年2月2日
�

平成27年2月17日

平成26年8月7日
�

平成26年9月4日

平成26年10月17日
�

平成26年11月6日

平成26年12月5日
�

平成26年12月23日

平成27年2月2日
�

平成27年2月17日

1
小入野字

東大和久　田
検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 3.0 ± 0.6 検出限界未満 検出限界未満 21±2 11 ± 1 検出限界未満 検出限界未満 63±3

2 熊字旭台 公園 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 2.2 ± 0.6 2.5 ± 0.5 5.2 ± 0.8 1.5 ± 0.4

3
大川原字南平

竹林前
検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 2.6 ± 0.6 検出限界未満 検出限界未満 1.8 ± 0.5 5.7 ± 0.8 1.4 ± 0.4

4
中屋敷多目的研
修集会施設裏

検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 2.2 ± 0.6 3.3 ± 0.6 検出限界未満 5.1 ± 0.8 4.1 ± 0.7

5
サンライト大熊
敷地内東側

検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 2.4 ± 0.6 2.6 ± 0.5 検出限界未満 6.2 ± 0.9 8.8 ± 0.9

（表 - ２）

※1年間呼吸した時の内部被ばく量＝365（日）×22.2（m3　1日の平均呼吸量）×0.039（成
人のセシウム137の実効線量換算係数）×空気中濃度（Bq/m3）

　　
　　セシウム134＝365×22.2×0.02×0.0011＝0.18μSv
　　セシウム137＝365×22.2×0.039×0.0031＝0.98μSv

表-2は定時降下物の測定結果です。
測定結果の単位はBq/ｍ２です。これは、一定の期間中に１ｍ２当たりにどれくらいの放射性物質

があるか（降下したか）を示しています。通常は1カ月連続して行いますが、今回の測定期間は
1週間です。

測定したすべての場所でヨウ素131は検出されませんでした。
また、セシウム134が半数ほどの場所で検出されましたが、セシウム137はほとんどの場所

で検出されています。
この原因としては、測定期間中の風向や天候が大きく影響すると考えられます。
結果から、除染が終了している大川原地区や中屋敷地区でも、セシウムが検出されていること

がわかります。
ちなみに今回の定時降下物の結果で、一番高い値である63Bq/ｍ２を線量率に換算すると、お

おまかな計算ですが、約0.06nSv/h（nSv/hはμSv/hの1000分の１です）という非常に小
さな線量率になります。

昨年度は４回測定しましたが、季節変動の影響などを調べるため、今後は回数を増やして監視
を続けていきます。
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放射性
物質教 ちゃんえておお教 ちゃんえておお

Part７・空気中に放射性物質は
含まれているの？

（表-１）

空気中に放射性物質は含まれているのでしょうか？
それは、わたしたちの身体にどのような影響を及ぼすのでしょうか？
大熊町では町内４カ所で空気中の放射性物質

濃度を測定しました。正確には空気中に漂うち
りなどに含まれている放射性物質の測定です。
それに加えて町内５カ所で定時降下物調査とい
う測定も行いました。これは、大きなお盆に水
を張り、一定期間中にお盆に落ちてくる雨水や
ちりなどに含まれる放射性物質濃度を測定する
ものです。

定時降下物試料回収中の様子

　表-１は、空気中に含まれる放射性物質濃度の結果です。
　セシウム134が検出されたのは、のべ16回の測定で１回だけでした。
　セシウム137は何度か検出されましたが、法令で決められている空気中の放射性物質濃度限度

（3×10-5Bq/cm3）を大きく下回っています。
　この結果をもとに、仮に放射性物質濃度が一番高いところの空気を1年間呼吸した時の内部被
ばく量を計算すると、約1.2μSvになります。

地点
Ｎｏ

採取期間 地点名
核　　　　　種

セシウム-137
(HE-40T)

セシウム-134
(HE-40T)

ヨウ素-131
(炭素繊維)

1

H26. 8.25～H26. 9. 1 小入野字東大和久　田 (1.9±0.4)E-09 検出限界未満 検出限界未満

26.10.23～ 26.10.30 (1.0±0.3)E-09 検出限界未満 検出限界未満

26.12. 5～ 26.12.12 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

27. 2. 9～ 27. 2.16 (3.1±0.4)E-9 (1.1±0.3)E-9 検出限界未満

2

H26. 8.18～H26. 8.25 熊字旭台　公園 (1.3±0.4)E-09 検出限界未満 検出限界未満

26.10.15～ 26.10.22 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

26.12. 1～ 26.12. 8 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

27. 2. 2～ 27. 2. 9 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

3

H26. 8.18～H26. 8.25 大川原字南平　竹林前 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

26.10.15～ 26.10.22 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

26.12. 8～ 26.12.15 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

27. 2. 2～ 27. 2. 9 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

4

H26. 8. 4～H26. 8.11 中屋敷多目的研修集会施設裏 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

26.10.23～ 26.10.30 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

26.12.12～ 26.12.19 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

27. 2. 9～ 27. 2.16 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満

＊1.9E-09とは、 1.9×10-9という意味です。

ヨウ素131の検出限界値は1.5E-8から2.0E-9です。

セシウムの検出限界値は1.2E-9から6.7E-10です。

（Bq/cm3）
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まちの話題Town Topics

楽天が小学校で野球教室

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
の
被
災
地
支
援
活
動
、

ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
が
10
月
2

日
、
会
津
若
松
市
河
東
町
の
熊

町
・
大
野
小
で
開
か
れ
ま
し
た
。

屋
外
活
動
が
制
限
さ
れ
、
運
動

不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
の
た
め
の
取
り
組
み
で
、
今

回
が
県
内
3
回
目
の
開
催
。
同

球
団
の
野
球
教
室
コ
ー
チ
2
人

が
訪
れ
、
両
校
の
3
、
4
年
生

22
人
を
指
導
し
ま
し
た
。
ボ
ー

ル
や
バ
ッ
ト
、
ベ
ー
ス
を
使
っ

た
簡
易
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、

児
童
は
さ
わ
や
か
に
体
を
動
か

し
な
が
ら
、
野
球
の
魅
力
に
も

触
れ
ま
し
た
。

コーチの指導を受ける児童

安
倍
晋
三
首
相
は
10
月
19
日
、

町
が
復
興
拠
点
と
位
置
付
け
る

町
内
大
川
原
地
区
を
視
察
し
ま

し
た
。
渡
辺
利
綱
町
長
が
植
物

工
場
や
東
電
の
単
身
寮
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
、
町
営
墓
地
な
ど
の

計
画
に
つ
い
て
、
町
内
の
模
型

を
使
い
な
が
ら
説
明
。
安
倍
首

相
に
「
2
度
と
戻
れ
な
い
、
住

む
こ
と
が
で
き
な
い
と
落
胆
し

て
い
た
が
、
今
は
違
い
、
復
興

へ
の
希
望
が
湧
い
て
く
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。
安
倍
首
相
は

「
た
だ
元
に
戻
す
の
で
は
な
く
、

新
た
な
大
熊
町
を
作
っ
て
い
く

と
い
う
思
い
に
沿
い
な
が
ら
支

援
し
て
い
く
」
と
応
え
ま
し
た
。 復興の支援を誓う安倍首相（左）

安倍首相が大川原を視察

第
3
次
安
倍
改
造
内
閣
で
環

境
大
臣
に
就
い
た
丸
川
珠
代
参

院
議
員
は
10
月
13
日
、
町
役
場

会
津
若
松
出
張
所
を
訪
れ
、
渡

辺
利
綱
町
長
と
意
見
交
換
し
ま

し
た
。
渡
辺
町
長
が
中
間
貯
蔵

施
設
の
地
権
者
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
求
め
た
の
に
対
し
、
丸

川
氏
は
「
丁
寧
に
迅
速
に
頑
張

る
。
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

に
つ
い
て
は
努
力
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
帰
還
困
難
区
域

の
除
染
に
関
し
て
は
「
今
の
と

こ
ろ
最
適
な
方
法
を
と
っ
て
い

る
が
、
不
断
の
研
究
努
力
も
必

要
」
と
述
べ
ま
し
た
。
井
上
信

治
副
大
臣
が
同
行
し
ま
し
た
。 あいさつする丸川大臣（右）

第
3
次
安
倍
改
造
内
閣
で
経

済
産
業
大
臣
に
就
い
た
林
幹
雄

衆
院
議
員
は
10
月
17
日
、
大
熊

町
を
訪
れ
、
町
が
現
地
復
興
拠

点
と
位
置
付
け
る
大
川
原
地
区

を
視
察
し
ま
し
た
。
復
興
拠
点

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
担
当

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
林
氏

は
「
現
場
に
来
な
い
と
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。
各
省
庁
が

そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
復
興
に
向
け
全
力
で
取
り

組
む
」
と
述
べ
ま
し
た
。
渡
辺

利
綱
町
長
は
「
で
き
る
だ
け
早

く
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

向
け
た
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
求
め
ま
し
た
。

丸川環境相と意見交換

林経産相が大川原を視察

説明を受ける林大臣（左）



15 広報おおくま　2015（平成 27年）11月号

まちの話題 Town Topics

ふたばワールドで小法師 PR

海岸付近で一斉捜索

日赤交流会に170人余り集う

ふるさとまつりで歌謡ショー

「
ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
５

in
な
ら
は
」
が
10
月
10
日
、
楢

葉
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
ま
し
た
。
双
葉
郡
８
町
村
の

皆
さ
ん
の
再
会
、
交
流
の
機
会

と
な
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々

が
訪
れ
ま
し
た
。
大
熊
町
ブ
ー

ス
で
は
、
お
お
ち
ゃ
ん
小
法
師

の
絵
付
け
体
験
と
販
売
を
行

い
、立
ち
寄
っ
た
方
か
ら
は
「
新

聞
で
見
た
こ
と
あ
る
！
」「
か
わ

い
い
☆
」
な
ど
と
好
評
を
得
ま

し
た
。
お
お
く
ま
ふ
る
さ
と
塾

の
木
の
実
ク
ラ
フ
ト
、
商
工
会

の
駄
菓
子
屋
も
出
店
し
ま
し

た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
7

カ
月
と
な
っ
た
10
月
11
日
、
町

内
の
熊
川
海
水
浴
場
近
く
で
行

方
不
明
者
の
一
斉
捜
索
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
を
は
じ

め
警
察
、
消
防
関
係
者
ら
約
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
使
う
な
ど
し

て
が
れ
き
の
山
を
中
心
に
捜
索

し
ま
し
た
。
作
業
は
約
4
時
間

半
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
行
方
不
明
者
に
関
係
す
る

遺
留
品
な
ど
は
発
見
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
福
島
支
部
の

大
熊
町
地
域
住
民
交
流
会
が
10

月
1
日
、
石
川
町
の
母
畑
温
泉

八
幡
屋
で
開
か
れ
、
１
７
７
人

が
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
の
再
会
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

様
子
を
ス
タ
ッ
フ
が
写
真
に
撮

影
、
そ
の
場
で
印
刷
し
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
昼
食
後
、

友
人
と
散
歩
に
出
か
け
る
方
、

温
泉
を
楽
し
む
方
な
ど
思
い
思

い
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
「
な
か

な
か
会
え
な
い
友
達
に
会
え
て

嬉
し
か
っ
た
」「
一
年
に
一
回

皆
に
会
う
た
め
に
参
加
し
て
い

る
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
大
熊
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

in
あ
い
づ
」
が
10
月
3
日
、
会

津
若
松
市
の
松
長
近
隣
公
園
仮

設
住
宅
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
町
民
芸
能
発
表
「
熊

川
稚
児
鹿
舞
」
や
芸
人
お
笑
い

ラ
イ
ブ
、
ふ
れ
あ
い
歌
謡
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
盛
り

上
が
り
。
ま
た
、
餅
つ
き
大
会

で
は
ゲ
ス
ト
の
3
人
が
特
別
出

演
し
、
つ
き
た
て
の
お
餅
が
来

場
者
の
皆
さ
ん
に
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
々
が

集
ま
り
、
ま
る
で
ふ
る
さ
と
に

帰
っ
て
来
た
よ
う
な
温
か
く
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

記念撮影に収まる参加者

餅つきをするゲスト

小法師をPRしたブース

一斉捜索に当たる参加者
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大妻女子大が小学校で実験教室
　

大
妻
女
子
大
学
家
政
学
部
被

服
学
科
の
学
生
5
人
が
10
月
1

日
、
会
津
若
松
市
河
東
町
の
熊

町
・
大
野
小
を
訪
れ
、
繊
維
に

関
す
る
実
験
教
室
を
開
き
ま
し

た
。
5
人
は
水
谷
千
代
美
准
教

授
の
ゼ
ミ
で
繊
維
を
専
門
に
学

ぶ
3
年
生
。
衣
類
と
同
じ
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
が
原
料
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
熱
し
て
糸
を
引
き
だ
す

実
験
で
は
、
児
童
が
糸
の
長
さ

を
競
っ
て
歓
声
を
上
げ
ま
し

た
。
別
の
実
験
で
は
、
繊
維
の

水
を
は
じ
い
た
り
汚
れ
を
防
い

だ
り
す
る
機
能
に
も
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

実験に興味津々の児童

被
災
地
の
復
元
模
型
に
色
や

建
物
を
加
え
て
い
き
、
震
災
前

の
街
並
み
の
記
憶
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
「
記
憶
の
街
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
ｆ
ｏ
ｒ
大
熊
町
」
が
10

月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
、
町
役

場
会
津
若
松
出
張
所
と
い
わ
き

出
張
所
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
神

戸
大
な
ど
の
学
生
が
製
作
し
た

模
型
に
、
町
民
の
方
が
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
き
込
ん
だ
「
記
憶
の

旗
」
を
立
て
て
古
里
を
思
い
出

し
ま
し
た
。家
屋
の
屋
根
や
川
、

農
地
な
ど
に
色
が
塗
ら
れ
る
と

模
型
は
次
第
に
彩
り
を
増
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
古
里
の
模
型

に
思
い
出
を
刻
み
ま
し
た
。

模型で故郷を思い出す

信
州
大
学
の
「
東
北
ス
タ
デ

ィ
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
た
大
学

生
ら
が
9
月
18
日
、
会
津
若
松

市
の
一
箕
町
長
原
地
区
仮
設
住

宅
を
訪
れ
、
町
民
と
交
流
し
ま

し
た
。
学
生
は
信
州
大
学
、
長

野
県
短
期
大
学
、
長
野
県
看
護

大
学
の
約
50
人
。
2
泊
3
日
で

被
災
3
県
を
巡
り
ま
し
た
。
仮

設
住
宅
で
は
、
集
会
所
に
集
ま

っ
た
約
10
人
の
町
民
か
ら
、
震

災
直
後
の
避
難
の
状
況
や
、
現

在
の
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
ぶ

り
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。
学
生
た
ち
は
車
座
に
な

っ
て
町
民
を
囲
み
、
真
剣
に
話

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

仮設住宅で町民と交流する学生

熊
町
・
大
野
小
の
5
年
生
児

童
が
10
月
6
日
、
会
津
若
松
市

河
東
町
の
学
校
近
く
で
稲
刈
り

体
験
を
し
ま
し
た
。
大
野
小
9

人
、
熊
町
小
5
人
の
合
わ
せ
て

14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
農
業

を
営
む
渡
辺
市
雄
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
今
年
5
月
の
田
植
え

体
験
に
続
い
て
今
回
は
稲
刈
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
空
が
深

く
澄
ん
だ
秋
晴
れ
の
中
、
み
ん

な
一
生
懸
命
に
稲
刈
り
を
し

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
！
も
っ

と
稲
刈
り
し
た
い
」
な
ど
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。「
お
米
を

た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
！
」
と
約

束
す
る
児
童
も
い
ま
し
た
。

信州大生が仮設で町民と交流

小学生が稲刈り体験

稲刈りを行う児童

町民の思いが加わった町の模型

表紙の写真
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まちの話題 Town Topics

熊町・大野小４年生が町役場を訪問

大川原の実証田で稲刈り

役場若松出張所に特大小法師

佐久間さん、バドミントン全国大会へ

熊
町
・
大
野
小
の
４
年
生
８

人
が
10
月
２
日
、
総
合
学
習
の

一
環
で
町
役
場
会
津
若
松
出
張

所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
現
在
、

「
町
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
や
町

の
特
産
品
だ
っ
た
梨
の
こ
と
に

つ
い
て
職
員
か
ら
話
を
聞
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
説
明
を

真
剣
に
聞
い
た
り
メ
モ
を
取
っ

た
り
し
ま
し
た
。「
い
つ
町
に
帰

れ
ま
す
か
」
と
い
っ
た
質
問
や

「
こ
れ
か
ら
町
内
に
で
き
る
新
し

い
町
が
楽
し
み
で
す
」
と
い
っ

た
感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
内
大
川
原
地
区
に
あ
る
町

の
実
証
田
で
10
月
16
日
、
稲
刈

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
で

2
年
目
と
な
る
稲
刈
り
に
は
農

業
委
員
会
か
ら
12
人
が
参
加
、

役
場
関
係
者
と
と
も
に
鎌
を
手

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
稲
刈
り

の
後
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
た
近

く
の
畑
で
レ
ン
ゲ
の
種
を
蒔
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
「
稲
穂
が

頭
を
垂
れ
る
収
穫
に
一
番
良
い

状
態
で
今
日
を
迎
え
た
」「
十
数

年
ぶ
り
に
鎌
で
稲
刈
り
を
し
た
」

と
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

収
穫
し
た
コ
メ
は
放
射
性
物

質
の
検
査
に
使
い
ま
す
。
結
果

は
後
日
公
表
し
ま
す
。

町
役
場
会
津
若
松
出
張
所
入

り
口
に
大
き
な
お
お
ち
ゃ
ん
小

法
師
が
お
目
見
え
し
、
来
客
の

皆
さ
ん
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。

町
立
幼
稚
園
の
職
員
が
「
顔
晴

（
が
ん
ば
）ろ
う
！
大
熊
っ
子
！

大
会
」
の
種
目
で
使
う
た
め
手

作
り
し
た
も
の
で
「
町
民
の
皆

さ
ん
の
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
に

飾
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
町
に
寄

贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
卵

型
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
削
っ

て
絵
付
け
し
、
完
成
ま
で
に
１

週
間
ほ
ど
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

高
さ
約
90
セ
ン
チ
、
幅
約
60
セ

ン
チ
の
大
き
さ
で
、
訪
れ
た

方
々
の
目
を
引
い
て
い
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
2
つ
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
大
熊
町
の

佐
久
間
文
子
さ
ん
が
10
月
9

日
、
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

を
訪
れ
、健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

佐
久
間
さ
ん
は
福
島
県
代
表
と

し
て
第
32
回
全
日
本
シ
ニ
ア
選

手
権
の
65
歳
以
上
女
子
ダ
ブ
ル

ス
と
混
合
ダ
ブ
ル
ス
、
第
10
回

全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
競
技
の
女

子
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
し
ま
す
。

渡
辺
利
綱
町
長
が
「
佐
久
間
さ

ん
の
活
躍
は
町
民
の
励
み
」
と

激
励
。
佐
久
間
さ
ん
は
「
全
国

大
会
で
は
8
強
止
ま
り
な
の

で
、
4
強
入
り
し
て
メ
ダ
ル
を

獲
る
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。活躍を誓った佐久間さん（左）

職員の説明を聞く児童

稲刈りに汗を流した参加者

若松出張所にお目見えした特大小法師
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第 31 号

東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第
一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避
難を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に
分散して不自由な生活を強いられています。

長期化している避難生活、先行き不透明な状
況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどの
ような想いを抱いているのか、直接避難先へ訪
問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載さ
せていただいています。
「KIZUNAおおくまふれあい通信」を通して届

けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」
と皆さまを「絆～きずな～」でつないでいくこ
とができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避
難先を訪問し、インタビュー取材をさせてい
ただいています。

※掲載する文章は、インタビューした内容をも
とに記者が作成しますので、インタビューを
お受けいただいた方が文章を作成する手間は
ございません。

町文化展

ふるさとまつり

みどりっこフェスタ

　KIZUNAおおくまふれあい通信では、避難されている皆

さまへ想いを伝えていただける方を募集しています。避

難先での活動や避難生活で感じていることなど、あなた

の想いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方な

らどなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。

「KIZUNAおおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場会津若松出張所総務課秘書広聴係

電 話：0120-26-3844　FAX：0242-23-7093

E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応
募
先
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は

役場へ直接ご相談願います。

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-025-161（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成27年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。専用ＨＰ等でご確認ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり各市町村にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

平成27年度１１月、１２月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成27年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※後期（10～３月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。

※後期分より立入りの上限回数が「年間15回」から「年間30回」となります。

※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP（http://www.ichijitachiiri.com）でご覧いただけます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、防護装備

等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けていただき

ます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付はできません）。
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。
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お 知 ら せ

一時立入り実施スケジュール【平成27年12月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止
月 平成27年12月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

一時立入り実施スケジュール【平成27年11月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止
月 平成27年11月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜　日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

2015年度バス立入り年間スケジュール
月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 3月
日 8日 9日 5日 6日 3日 4日 7日 8日 25日 26日 23日 24日 20日 21日 18日 19日 17日 18日

曜　日 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土 金 土 木 金
津島活性化センター
スクリーニング場 浪江町津島地区の世帯の方のみ対応

加倉
スクリーニング場

浪江町 50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

50
世帯

双葉町 40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

毛萱・波倉
スクリーニング場

大熊町 40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

富岡町 40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

40
世帯

11、12月の一時立入りスケジュール（マイカー）

一時立入りスケジュール（バス）
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マイナンバーカード申請方法
○本人確認書類

①　住民基本台帳カード（写真付きに限る、確認後回収）、運転免許証、運転経歴証明書（交
付年月日が平成24年４月１日以降のものに限る）、パスポート、身体障害者手帳、精神障
害者手帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証明書、一時庇護許可書、仮滞在許可書

②　①をお持ちでない方は「氏名・生年月日」または「氏名・住所」が記載され、市区町村長
が適当と認める２点
（例）住民基本台帳カード（写真なし、確認後回収）、健康保険証、介護保険証、年金手帳、

社員証、学校名が記載された各種書類、預金通帳、医療受給者証、被災証明書

公式サイト 個人番号カード総合サイト https://www.kojinbango-card.go.jp/

○暗証番号
マイナンバーカードを利用するために、次

の４種類の暗証番号の設定が必要です。①②
は電子証明書を使用する方のみでかまいませ
んが、③④の設定は必須となります。

②～④は同じ番号を設定できますが、誕生
日など推測されやすい数字は避けるようにし
てください。
①署名用電子証明書用の暗証番号（英数字６

文字以上16文字以下）
・eTaxなどの電子申請を利用する際に使
用します。

・15歳未満の方には発行されません。
②利用者証明用電子証明書用の暗証番号（数

字４桁）
・コンビニで証明書を交付するサービス（大

熊町では28年２月開始予定）、マイナポー
タル（マイナンバーのついた個人情報を行
政機関が、いつどこでやりとりしたか確認
できるサイト。29年１月開設予定）等で
使用します。

③住民基本台帳用の暗証番号（数字４桁）
④券面事項入力補助用の暗証番号（数字４桁）

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　住民課住民係（内線547）
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遠方に避難されている方の
10月５日よりマイナンバー制度が施行されました。大熊町の皆さまにも、個人番号をお知

らせする通知カードが順次郵送される予定となっております。通知カードの到着後に、マイナ
ンバーカードの交付申請ができるようになります。
マイナンバーカードの申請方法として、通知カードに同封のパンフレットでは、郵送で申請

する方法、スマートフォン及びパソコンで申請する方法が紹介されていますが、これらの方法
で申請した場合、マイナンバーカードの受渡し時に、本人確認のため大熊町の窓口にお越しい
ただく必要があります。

遠方に避難されている方には、申請時に避難先市区町村の窓口で本人確認する方法をお勧め
します。申請時に本人確認を行い、来年１月以降マイナンバーカードが発行されましたら、転
送不要・本人指定の郵便で送付します。
大熊町役場の受付窓口でも、申請時に本人確認する方法に対応しております。ご都合に合っ

た方法で申請ください。

○申請時に本人確認する方法の必要書類

通知カード、通知カードに同封の交付申請書、本人確認できる身分証明書、証明書用顔写真
などの詳細は、パンフレットに案内されている通りですが、申請時に本人確認する方法では、
マイナンバーカードに必要な４種類の暗証番号を窓口で暗証番号設定依頼書に記載していただ
くことになります。暗証番号は、事前にご検討ください。また、避難先の市区町村によっては、
居住していることを証明する書類（公共料金の領収書など）の提出を求められる場合がありま
す。

○代理人申請

やむを得ない理由で代理人が申請する場合、上記の他に、代理人の本人確認書類、代理権の
確認書類、ご本人の出頭が困難であることを証する書類の提出が必要となります。本人確認書
類の条件も厳しくなりますので、ご注意ください。
請求者の本人確認書類として、次の①を２点、または①②をそれぞれ１点ずつ、または②を

３点（うち写真付き１点以上）が必要です。加えて、代理人の本人確認書類として、①から２
点、または、①②をそれぞれ１点ずつが必要です。
また、申請の際の暗証番号設定依頼書につきましては、事前にご用意いただくことでスムー

ズな申請が可能になります。来庁の前に、申請窓口に電話等でご相談ください。
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年末調整説明会を開催します
　県内の各税務署は11月に、平成27年分年末調整説明会の開催を予定しています。
　詳しくは、源泉徴収義務者あてに送付しました、年末調整関係書類をご確認ください。
　なお、年末調整関係書類については、税務署にお届けのある住所あてに送付していますの
で、まだ届いていない方は、相馬税務署までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】相馬税務署法人課税第一部門
☎0244-36-3111（音声案内で「２番」を選択してください）

いては、一定の事実が生じた場合には精算することが予定されているため、その精算の対象期
間（５年＝60月）中の時の経過に応じ、精算の対象期間中の各年分の収入※２として事業所得
等の収入金額に算入します（中小法人の収益計上時期についても同じです。）。
※１　平成27年３月（避難指示区域外にあっては平成27年８月）以降将来にわたる損害に対して、減収

率100％の年間逸失利益の２倍（避難指示区域外にあっては直近の減収にもとづく年間逸失利益の
２倍）が一括して支払われることとされています。

※２　毎月、賠償金の額の60分の１相当額を60か月にわたり事業所得等の総収入金額に算入することに
なります。

※ 賠償金額が600万円の個人事業主の場合（イメージ）

５　申告書の便利な作成方法について
所得税、消費税及び贈与税の確定申告書の作成に当たっては、国税庁ホームページの「確定

申告書等作成コーナー」が便利です。
特に、収入が給与又は公的年金のみの方については、入力方法がより簡単・わかりやすくな

ります。
作成コーナーで申告書を作成して紙に印刷し、税務署へ郵送等により提出することができま

す。申告書の作成・計算誤りの防止、来署される納税者の皆さまのご負担も軽減できますので、
是非とも国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をお試しください。
※　平成27年分については、平成28年1月に掲載予定です。
　　国税庁ホームページはこちら⇒　　http://www.nta.go.jp　

100万円（＝600万円×10月／60月）

600万円

確 定

120万円（＝600万円×12月／60月）確 定

1
2

3

1
4

2
4

3

120万円（＝600万円×12月／60月）確 定

1
4

2
4

3

120万円（＝600万円×12月／60月）確 定
1

4
2

4
3

120万円（＝600万円×12月／60月）確 定

1
4

2
4

3

20 万円
（＝600万円×2月／60月）確 定 1
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3
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4
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4
4

4
4

4
4

4
4

4
3

H27/3 H27/12 H28/12 H29/12 H30/12 H31/12 H32/2
一括払い144444444444444444444444244444444444444444444443

精算対象期間（５年＝60か月）
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相馬税務署から
１　平成22年分から平成26年分の所得税等の申告相談について

相馬税務署では、平成22年分から平成26年分の所得税（及び復興特別所得税）、消費税、贈
与税及び相続税の確定申告がお済みでない方からの申告相談を受け付けております。
まだ申告がお済みでない方やご不明な点がある方は、まずは税務署までお電話等によりお問
い合わせください。

相馬税務署　〒976-8602　相馬市中村字曲田92-2　電話番号(代表)0244-36-3111
※電話による相談や問合せは、平日の午前９時から午後５時まで受け付けております。

２　不動産所得を有する方へ
相馬税務署では、適正かつ公平な課税を実現するため、不動産使用料の支払調書をはじめと

する各種情報を収集・分析するとともに、納税者の方に自発的な適正申告を行っていただくた
めの取組を充実させていくこととしております。
昨年、仙台国税局管内の税務署において、書面でのお尋ねなどにより申告内容の自主的な見

直しを呼び掛ける取組を行った結果、不動産所得の申告漏れや計算誤りのあった方から修正申
告書等が提出されております。
納税者の皆様におかれましては、適正申告を行っていただくため、申告内容の自己点検（見

直し）を実施していただき、誤りがあった場合には自主的な修正申告書等の提出をお願いしま
す。
※調査によらない自主的な修正申告書の提出については、過少申告加算税は課されません（無申告又は
当初申告が期限後申告の場合は、無申告加算税が課される場合があります。）。

３　平成27年分の所得税等の確定申告書作成会場について
平成27年分の所得税（及び復興特別所得税）、消費税及び贈与税の確定申告期における申告

書作成会場は、次のとおり開設する予定です。
◆申告書作成会場
　　『相馬市振興ビル』相馬市中村字塚ノ町65-16
◆開設期間等
　　平成28年２月１日（月）～３月15日（火）
　　午前９時～午後４時

※１　申告書作成会場の開設期間前と開設期間中、相馬税務署内には会場を開設しません。
※２　南相馬市内に税務署の申告書作成会場は開設しません。
※３　土日・祝日は、作成会場を開設しません。

４　東京電力㈱から支払いを受ける営業損害（将来分）に対する賠償金の所
得税法上の取扱い等について

避難指示等により業務に従事することができなかったことやいわゆる風評被害などによる減
収分に対して支払を受ける賠償金は、事業所得等の収入金額になります。
新たな営業損害賠償として一括で支払を受ける営業損害（将来分）に対する賠償金※１につ
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を運行します

◆期日前投票
11月9日(月) 11月10日(火) 11月11日(水) 11月12日(木) 11月13日(金)

往　
　

路

緑公園仮設 10:00発 河東学園仮設 10:00発 松長５号仮設 10:00発 扇町５号仮設 10:00発 年貢町公営１号 10:00発

亀公園仮設
10:05着

金道仮設
10:05着

松長近隣仮設
10:05着

扇町１号仮設
10:05着

古川町公営
10:10着

10:10発 10:10発 10:10発 10:10発 10:15発

役場（投票所）10:40着 役場（投票所）10:40着
長原仮設

10:20着
東部公園仮設

10:20着 役場（投票所） 10:30着

10:25発 10:25発

役場（投票所）10:50着 役場（投票所）10:40着

復　
　

路

役場（投票所）11:10発 役場（投票所）11:10発 役場（投票所）11:20発 役場（投票所）11:10発 役場（投票所） 11:00発

亀公園仮設 11:40着 金道仮設 11:40着 長原仮設 11:45着 東部公園仮設 11:25着 古川町公営 11:15着

緑公園仮設 11:45着 河東学園仮設 11:45着 松長近隣仮設 11:55着 扇町１号仮設 11:35着 年貢町公営１号 11:25着

松長５号仮設 12:00着 扇町５号仮設 11:40着

◆投票日当日（11月15日）
コース１（午前） コース２（午前） コース３（午前） コース４（午前） コース５（午前）

往　
　

路

緑公園仮設 10:00発 河東学園仮設 10:00発 松長５号仮設 10:00発 扇町５号仮設 10:00発 年貢町公営１号 10:00発

亀公園仮設
10:05着

金道仮設
10:05着

松長近隣仮設
10:05着

扇町１号仮設
10:05着

古川町公営
10:10着

10:10発 10:10発 10:10発 10:10発 10:15発

役場（投票所）10:40着 役場（投票所）10:40着
長原仮設

10:20着
東部公園仮設

10:20着 役場（投票所） 10:30着

10:25発 10:25発

役場（投票所）10:50着 役場（投票所）10:40着

復　
　

路

役場（投票所）11:10発 役場（投票所）11:10発 役場（投票所）11:20発 役場（投票所）11:10発 役場（投票所） 11:00発

亀公園仮設 11:40着 金道仮設 11:40着 長原仮設 11:45着 東部公園仮設 11:25着 古川町公営 11:15着

緑公園仮設 11:45着 河東学園仮設 11:45着 松長近隣仮設 11:55着 扇町１号仮設 11:35着 年貢町公営１号 11:25着

松長５号仮設 12:00着 扇町５号仮設 11:40着

コース１（午後） コース２（午後） コース３（午後） コース４（午後） コース５（午後）

往　
　

路

緑公園仮設 14:00発 河東学園仮設 14:00発 松長５号仮設 14:00発 扇町５号公園 14:00発 年貢町公営１号 14:00発

亀公園仮設
14:05着

金道仮設
14:05着

松長近隣仮設
14:05着

扇町１号公園
14:05着

古川町公営
14:10着

14:10発 14:10発 14:10発 14:10発 14:15発

役場（投票所）14:40着 役場（投票所）14:40着
長原仮設

14:20着
東部公園仮設

14:20着 役場（投票所） 14:30着

14:25発 14:25発

役場（投票所）14:50着 役場（投票所）14:40着

復　
　

路

役場（投票所）15:10発 役場（投票所）15:10発 役場（投票所）15:20発 役場（投票所）15:10発 役場（投票所） 15:00発

亀公園仮設 15:40着 金道仮設 15:40着 長原仮設 15:45着 東部公園仮設 15:25着 古川町公営 15:15着

緑公園仮設 15:45着 河東学園仮設 15:45着 松長近隣仮設 15:55着 扇町１号仮設 15:35着 年貢町公営１号 15:25着

松長５号仮設 16:00着 扇町５号仮設 15:40着

◆会津地区◆
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投票所への巡回バス
　平成27年11月15日執行の福島県議会議員一般選挙、大熊町長選挙及び大熊町議会議員一般選挙に
際しまして、仮設住宅等から投票所までの無料送迎バスを運行しますので、ご利用ください。

◆期日前投票
11月9日(月) 11月10日(火) 11月11日(水) 11月12日(木)

往　
　

路

下矢田第一仮設 10:00発 下矢田第二仮設 10:00発 渡辺町昼野仮設 10:00発 下神白公営 10:00発

役場（投票所） 10:40着 役場（投票所） 10:40着
湯長谷公営

10:20着
上神白仮設

10:10着

10:25発 10:15発

役場（投票所） 11:00着 役場（投票所）11:00着

復　

路

役場（投票所） 11:10発 役場（投票所） 11:10発 役場（投票所） 11:30発 役場（投票所）11:30発

下矢田第一仮設 11:50着 下矢田第二仮設 11:50着 湯長谷公営 12:00着 上神白仮設 12:10着

渡辺町昼野仮設 12:20着 下神白公営 12:20着

◆投票日当日（11月15日）
コース１（午前） コース２（午前） コース３（午前） コース４（午前）

往　
　

路

下矢田第一仮設 10:00発 渡辺町昼野仮設 10:00発 下神白公営 10:00発 いわき駅 9:30発

下矢田第二仮設
10:05着

湯長谷公営
10:20着

上神白仮設
10:10着

役場（投票所）
9:50着

10:10発 10:25発 10:15発 10:20発

役場（投票所） 10:50着 役場（投票所） 11:00着 役場（投票所） 11:00着
いわき駅

10:40着

復　

路

役場（投票所） 11:20発 役場（投票所） 11:30発 役場（投票所） 11:30発 11:20発

下矢田第二仮設 12:00着 湯長谷公営 12:00着 上神白仮設 12:10着
役場（投票所）

11:40着

下矢田第一仮設 12:05着 渡辺町昼野仮設 12:20着 下神白公営 12:20着 12:20発

いわき駅 12:40着

※いわき駅乗降場所
　ミスタードーナツ
　いわき駅前ショップ前

コース１（午後） コース２（午後） コース３（午後） コース４（午後）

往　
　

路

下矢田第一仮設 14:00発 渡辺町昼野仮設 14:00発 下神白公営 14:00発 いわき駅 13:30発

下矢田第二仮設
14:05着

湯長谷公営
14:20着

上神白仮設
14:10着

役場（投票所）
13:50着

14:10発 14:25発 14:15発 14:20発

役場（投票所） 14:50着 役場（投票所） 15:00着 役場（投票所） 15:00着
いわき駅

14:40着

復　

路

役場（投票所） 15:20発 役場（投票所） 15:30発 役場（投票所） 15:30発 14:50発

下矢田第二仮設 16:00着 湯長谷公営 16:00着 上神白仮設 16:10着
役場（投票所）

15:10着

下矢田第一仮設 16:05着 渡辺町昼野仮設 16:20着 下神白公営 16:20着 15:40発

いわき駅 16:00着

※いわき駅乗降場所
　ミスタードーナツ
　いわき駅前ショップ前

●いわき地区●
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選挙のお知らせ

ふくしま駅伝大熊町チームを応援してください

福島県議会議員一般選挙・大熊町長選挙・大熊町議会議員一般選挙は、
11月５日告示、11月15日投票です。

　投票日や投票場所、投票方法について記載した「選挙のお知らせ」を10月下旬に有権者の
皆様の避難先住所へ郵送しました。
　選挙のお知らせには、不在者投票を行うための投票用紙請求書も同封されていますので、不
在者投票を希望される方で、まだ選挙のお知らせが届いていない方は、選挙管理委員会へお問
い合わせください。
　なお、請求書様式は大熊町公式ホームページ（http://www.town.okuma.fukushima.jp）の「申
請・届出書式」でもダウンロードできますので、ご利用ください。

【お問い合わせ先】大熊町選挙管理委員会（総務課内）

　第27回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）が11月15日に開かれ、今年
も大熊町チームが出場します。昨年、悔しい成績だった大熊町チームは、事前に合宿を行う
などして雪辱に燃えています。秋の福島路を駆け抜ける選手たちに、町民の皆さんの温かい
ご声援をお願いします。
◆監　督／渡邉隆弘　　◆コーチ／工藤誠一、鈴木奏美
◆選　手／渡邉隆弘（大熊町役場）工藤誠一（大熊町役場）渡邉誠一（会社員）浅野由樹（関
電工）和田一浩（会社員）吉田充芳（浪江日本ブレーキ下舘事業所）吉田好孝（クレハい
わき営業所）坂本ちほ（白鷗大１年）根本靖子（須賀川桐陽高２年）森山菜々（ふたば未
来学園高１年）渡邉孔輝（若松一中３年）佐藤汰樹（若松一中３年）渡邉大勇（中央台北
中３年）畠山誠（湯本二中２年）三瓶優成（阿見町立阿見中２年）柳田明德（好間中１年）
東理孝太（大熊中１年）前田栞奈（好間中３年）前田麻琴（好間中２年）渡邉美羽（若松
一中２年）箭内朱里（大熊中１年）
◆コースおよび距離
　しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場～福島県庁前（16区間95.1㎞）

区 距離（㎞） 区　　間（中継所名）

1 4.0 しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場～サンフレッシュ白河・大沼体育館前

2 8.2 サンフレッシュ白河・大沼体育館前～泉崎さつき公園前

3 5.8 泉崎さつき公園前～矢吹町役場内

4 7.3 矢吹町役場内～鏡石町・鳥見山陸上競技場内

5 6.7 鏡石町・鳥見山陸上競技場内～福島県須賀川土木事務所前

6 8.3 福島県須賀川土木事務所前～郡山市・ゼノアック日本全薬工業前

7 5.2 郡山市・ゼノアック日本全薬工業前～郡山市・郡山総合体育館前

8 4.1 郡山市・郡山総合体育館前～郡山市・郡山北工業高校内

9 3.0 郡山市・郡山北工業高校内～平成記念郡山こどものもり公園入口前

10 9.3 平成記念郡山こどものもり公園入口前～本宮市・白岩屋商店前

11 3.9 本宮市・白岩屋商店前～大玉村・イイジマ前

12 7.0 大玉村・イイジマ前～二本松市役所内

13 4.8 二本松市役所内～二本松市・安達支所内

14 5.7 二本松市・安達支所内～福島市・松陵中学校前

15 3.4 福島市・松陵中学校前～福島大学入口

16 8.4 福島大学入口～福島県庁前

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
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11 月行事予定表 

電 話 ：0246-38-3236 

住 所 ：いわき市平字新田前 6-10 

開所時間：平日 9：30～16：30 

定休日：土・日・祝日 

月 火 水 木 金 

2 3 

 

祝日 

4 5 6 

出張！ 

タブレット相談室 

10:00～15:00 

9 

卓球の日 

10:00～ 

10 

★味の素料理教室 

10:00～(20 名) 

持ち物：エプロン 

    三角巾 

11 

健康体操 

10:00～ 

※タブレット相談室 

12 

栃本一座紙芝居公演 

13:00～ 

『ベイゴベイゴ』(野上) 

『歯形の栗』(浪江) 

13 

出張！ 

元気アップ講座 

～健康相談～ 

10:00～11:30 

16 

カラオケの日 

13:30～ 

17 

つながっぺサロン 

9:30～11:30 

18 19 

★ビュ-ティ-ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

10:00～15:30 

詳細は下記参照 

20 

★車座集会 

10:00～11:30 

詳細は下記参照 

23 

 

祝日 

24★手芸教室 

10:00～(5 名) 

クリスマスリース作り 

参加費：300 円 

※タブレット相談室 

25 

★ピラティス教室 

14:00～(10 名) 

持ち物：手ぬぐいか

温泉タオル・飲み物 

26 

★着付け教室 

10:00～ 

持ち物：下記参照 

無い方はご相談下さい 

27 

30 

 

 
  
 
 
 
 
 
  
 

サロンに卓球台があるよ！身体を動かしに来てね！ 

出張！タブレット相談室 

11/6(金)10:00～15:00 

11/11 日(水)・11/24 日(火)イベント終了後 

タブレット相談室スタッフがみなさんの 

質問やお悩みをお聞きします。 

タブレットをご持参の上お気軽にお立ち寄りください！ 

《着付け教室》 

11 月 26 日(木)10:00～ 申し込み必要 

持ち物：着物、名古屋帯、帯締め、 

帯揚げ、裾よけ、長襦袢、肌襦袢、 

紐 3 本、帯板、帯枕、足袋 

★印は事前に申し込みが必要です！ 

イベント 3 日前までにお申し込みください。その他不明な点があればお気軽にお問い合わせ下さい。 

～車 座 集 会～ 

11 月 20 日(金)10:00～11:30 申し込み：15 名 

皆さんが抱えている放射線に関する健康不安

や悩みについて共有したり、お茶を飲みながら 

専門家の先生とお話をしませんか？ 

是非ご参加下さい！！ 
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あ
り
混
雑
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
車
で
お
越
し

の
際
は
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時

　

11
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
開
会
式�

午
前
10
時
～

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
【
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ�

ジ

バ
ニ
ャ
ン
】�

�

午
前
10
時
30
分
～

・
津
軽
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
演
奏
【
舘
岡
屏
風
山
】��

午
前
11
時
10
分
～

・
芸
能
発
表
【
町
民
団
体
披
露
】�

正
午
～

・
ふ
れ
あ
い
歌
謡
シ
ョ
ー
【
ジ
ェ
ロ
】

�

午
後
１
時
～

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
【
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ�

ジ

バ
ニ
ャ
ン
】�

午
後
２
時
20
分
～

・
閉
会�

午
後
３
時

※
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
及
び
時
間
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
会
場

大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所
東
側
駐
車
場（
い

わ
き
市
好
間
工
業
団
地
1
─
43
）

大
熊
町
観
光
協
会
（
大
熊
町
商
工
会
内
）

☎
０
８
０
（
１
６
６
２
）
１
１
９
３
、

　

０
８
０
（
１
６
６
２
）
１
１
９
４

お
問
い
合
わ
せ
先

「
大
熊
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in
い
わ
き
」
を
11

月
21
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
ふ
れ
あ
い
歌
謡
シ
ョ

ー
等
、
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
青
森
県
か
ら
「
津
軽
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
」

が
出
演
。
出
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
昨
年
も
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
埼
玉
県
三
芳
町
さ
ん
が
、
名
産
品

の
「
富
の
川
越
い
も
」
を
蒸
か
し
て
無
料
で
配
布

し
ま
す
。
大
熊
町
に
よ
る「
お
お
ち
ゃ
ん
小
法
師
」

の
展
示
販
売
・
絵
付
け
体
験
も
あ
り
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
会
場
周
辺
の
好
間
工
業
団
地
内
に
臨

時
駐
車
場
を
開
設
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
の
で
、
交
通
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
駐
車

を
お
願
い
し
ま
す
。
臨
時
駐
車
場
は
数
に
限
り
が

大熊町ふるさとまつり
inいわきのご案内
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開催場所 開　催　日 開催時間 所　在　地

大熊町役場
会津若松出張所

平成27年
11月19日㈭

午後２時から
午後５時

会津若松市追手町２番41号
（相談会場：２階 第２会議室）

大熊町役場
いわき出張所

平成27年
11月16日㈪

午後２時から
午後５時

いわき市好間工業団地１番地43
（相談会場：１階 相談室）

ビッグパレット
ふくしま（郡山市）

平成27年
11月25日㈬

午後２時から
午後５時

郡山市南二丁目５２番
（相談会場：１階 マルチパースルーム②）

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
に
伴
い
町
民
の
皆
様

が
抱
え
る
不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
弁
護
士

に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
該
施
設
建
設
に
伴

う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
■

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契
約
、
地
上
権
、
相
続

等
に
つ
い
て

※
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償
価
格
に
関
す
る
相
談
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
予
定
地
内
に
不

動
産
（
土
地
・
建
物
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

◆
相
談
料

　

無
料

◆
相
談
時
間

　

１
回
に
つ
き
50
分
以
内

　
（
各
会
場
３
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
）

◆
申
込
方
法

　

事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

　
（
平
日
の
み
）

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

中間貯蔵施設に係る
弁護士�無料相談会のご案内

いわなの郷20周年感謝祭第3弾のご案内
川
内
村
の
い
わ
な
の
郷
か
ら
20
周
年
感
謝

祭
第
3
弾
の
ご
案
内
で
す
。

◆
日
時

　

11
月
29
日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
3
時

◆
内
容

・
い
わ
な
釣
り
（
さ
ば
き
代
・
炭
代
無
料
）

・
豚
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
（
数
に
限
り
あ

り
）

※
釣
り
は
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
で
す
が
、
幻
魚

亭
・
体
験
交
流
館
・
コ
テ
ー
ジ
は
冬
場
も

営
業
を
続
け
ま
す
。

い
わ
な
の
郷

（
川
内
村
上
川
内
炭
焼
場
５
１
６
）

幻
魚
亭　
　

☎
０
２
４
０（
38
）３
５
１
１

体
験
交
流
館
☎
０
２
４
０（
25
）８
８
０
９

お
問
い
合
わ
せ
先
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大
熊
弓
道
会
の
休
会
と

弓
具
返
却
に
つ
い
て

□
休
会
に
つ
い
て
□

大
熊
弓
道
会
は
平
成
26
年
度
の

総
会
で
諸
事
情
等
に
よ
り
継
続
が

困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、
平
成
27

年
度
末
（
平
成
28
年
3
月
）
で
休

会
に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

各
会
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
し
い
地
域
で
の
ご
活
躍
等
を
ご

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
再
開
は
未

定
で
す
。

□
弓
具
返
却
に
つ
い
て
□

震
災
当
時
、
大
熊
体
育
館
に
仮

置
き
し
て
い
た
一
部
の
弓
具
は
サ

ー
ベ
イ
を
行
っ
た
後
、
持
ち
出
し

て
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
休
会

に
伴
い
、
返
却
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
返
却
を
ご
希
望
の
方
は

12
月
20
日
ま
で
に
ご
一
報
く
だ
さ

い
。
返
却
方
法
等
は
別
途
、
調
整

し
ま
す
。

な
お
、
連
絡
も
な
く
期
限
が
経

過
し
た
弓
具
は
、
誠
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
後
身
等
の
方
々

の
た
め
流
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。会

員
の
皆
さ
ま
の
永
ら
く
の
ご

愛
着
、
ご
活
動
、
ご
活
躍
等
、
本

当
に
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

元
木
会
長 

　

☎
０
８
０（
１
８
２
１
）８
８
６
６

　

今
福
備
品
担
当

　

☎
０
９
０（
９
４
２
４
）９
３
８
９

お
問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
の
生
徒
募
集

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
会

津
若
松
出
張
所
か
ら
、
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
の
生
徒
募
集
に

関
す
る
お
知
ら
せ
で
す
。

【
推
薦
】

◆
資
格

男
子
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
17

歳
未
満
の
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
納

め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者

◆
受
付
期
間

　

11
月
1
日
～
12
月
4
日

◆
試
験
期
日

　

平
成
28
年
1
月
9
日
～
11
日

※
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
さ
れ

ま
す
。

◆
将
来
の
展
望

　

将
来
、陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
中
学

校
卒
業
等
を
対
象
に
採
用
す
る
制

度
で
す
。

【
一
般
】

◆
資
格

　

男
子
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
17

歳
未
満
の
者

◆
受
付
期
間

　

11
月
1
日
～
平
成
28
年
1
月
8

日
◆
試
験
期
日

　
〈
1
次
試
験
〉

　

平
成
28
年
1
月
23
日

　
〈
2
次
試
験
〉

　

平
成
28
年
2
月
4
日
～
7
日

◆
将
来
の
展
望

　

将
来
、陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
中
学

校
卒
業
等
を
対
象
に
採
用
す
る
制

度
で
す
。

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部　

会
津
若
松
出
張
所

〒
９
６
５
─
０
８
２
５

会
津
若
松
市
門
田
町
黒
岩
字
大

坪
57
─
1

☎
０
２
４
２
（
27
）
６
７
２
４

お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
28
年
3
月
新
規
大
学
等
を

卒
業
予
定
の
方
、
平
成
25
年
3
月

以
降
に
大
学
等
を
卒
業
し
、
現
在

就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の

あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

11
月
28
日
（
土
）

※
「
若
者
応
援
宣
言
企
業
」
を
中

心
に
県
内
企
業
50
社
が
参
加
予
定

◆
内
容

・
事
業
所
PR
タ
イ
ム
（
午
前
11
時

30
分
～
午
後
0
時
40
分
）

・
合
同
就
職
説
明
会
（
午
後
1
時

30
分
～
4
時
）

◆
会
場

　

ラ
コ
パ
ふ
く
し
ま
（
福
島
市
仲

間
町
4
─
8
）

◆
主
催

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
年

度
後
半
に
お
け
る
集
中
的
な
就
職

面
接
会
開
催
事
業
事
務
局
（
受
託

者
：
株
式
会
社
飛
馬
）、
福
島
県

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
参
加
事
業
所
は
開
催
1
週
間
前

ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開

Ｐ
Ｍ
４（
ピ
ー
エ
ム
・
フ
ォ

ー
）ラ
イ
ト
オ
ン
運
動

　

例
年
、
秋
口
か
ら
冬
期
に
か
け

て
は
、
日
没
時
間
が
早
ま
る
た
め

交
通
事
故
が
増
加
し
、
特
に
午
後

４
時
か
ら
午
後
７
時
の
時
間
帯

は
、
横
断
歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
等
が
被
害
者
と
な
る
重
大
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
没
前
後
は
、
下
校
、

買
い
物
、
退
社
等
に
よ
り
道
路
交

通
が
錯
綜
す
る
時
間
帯
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
視
認
性
が
低
下
し
て

周
囲
の
状
況
が
確
認
し
に
く
く
な

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
一
日
の
疲
れ

が
重
な
り
集
中
力
が
低
下
し
が
ち

で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
車
両
を

し
ま
す
。

（http://hyum
a.sakura.ne.jp/

syushoku.htm
l

）

※
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人

事
担
当
者
の
事
業
、
職
務
内
容
の

説
明
、
採
用
計
画
等
の
求
人
情
報

提
供
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
各
機
関

に
よ
る
職
業
相
談
、
情
報
提
供
等

を
行
い
ま
す
。

株
式
会
社
飛
馬

☎
０
２
４
６
（
38
）
６
１
１
７

お
問
い
合
わ
せ
先
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お 知 ら せ

見守り機能付き歩数計の申込を随時受け付けておりま
すので、次の利用条件を満たす方で利用を希望される
場合は、申し込み先までご連絡ください。

＜利用条件＞
・現在または平成23年３月11日時点で大熊町に住民

票をお持ちの方
・60歳以上（昭和30年12月31日以前にお生まれの

方）、または障害者手帳、療育手帳をお持ちの方
・見守り機能付き歩数計を持っていないこと（利用で

きるのはひとり１台まで）
【お申し込み・お問い合わせ先】 

大熊町タブレット相談室
フリーダイヤル　0800－800－0907

（受付時間　月～金　9：00～17：00）

見守り機能付き歩数計
利用申込のお知らせ

全
国
一
斉
電
話
相
談「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
が
開
設
さ
れ
ま
す

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
11
月
16
日

（
月
）
か
ら
11
月
22
日
（
日
）
ま

で
の
7
日
間
、
全
国
一
斉｢

女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
る
た
め
、
電
話
相
談
の

取
組
を
強
化
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
人

権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が

対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外

の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

で
も
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期
間

　

11
月
16
日
（
月
）
～
22
日
（
日
）

◆
時
間

午
前
8
時
30
分
～
午
後
７
時

※
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）
は

午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◆
電
話
番
号

　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４（
５
３
４
）１
９
９
４

お
問
い
合
わ
せ
先

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

「
演
歌
歌
謡
祭
IN
ゆ
め
は
っ
と
」

株
式
会
社
プ
ラ
ン
ア
テ
ー
ナ
ー

が
主
催
す
る
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
「
演
歌
歌
謡
祭
IN
ゆ
め
は
っ

と
」
は
12
月
6
日
、
南
相
馬
市
で

開
か
れ
ま
す
。
門
倉
有
希
を
は
じ

め
、
現
在
活
躍
中
の
県
内
出
身
演

歌
歌
手
ら
が
出
演
す
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

◆
日
時

12
月
6
日
（
日
）

午
後
2
時
30
分
開
場
・
午
後
3

時
開
演

◆
会
場

南
相
馬
市
民
文
化
会
館
「
ゆ
め

は
っ
と
」

（
南
相
馬
市
原
町
区
本
町
二
丁

目
28
─
１
）

◆
出
演

門
倉
有
希
、
和
田
青
児
、
津
吹

み
ゆ
、
瀬
口
侑
希

◆
料
金
（
全
席
指
定
）

前
売
り
券�

１
階
席
４
，５
０
０
円

�

２
階
席
４
，０
０
０
円

当
日
券�

１
階
席
５
，０
０
０
円

�
２
階
席
４
，５
０
０
円

◆
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

南
相
馬
市
民
文
化
会
館

☎
０
２
４
４
（
25
）
２
７
６
３

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
Ｐ
コ
ー
ド
：

２
７
８
─
０
８
０
）

㈲
モ
リ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

☎
０
２
４
４
（
35
）
０
０
０
５

※
チ
ケ
ッ
ト
は
福
島
県
全
域
に

第
７
回
男お

と
こ

塾じ
ゅ
く

で
す
！

◆
日
時

11
月
24
日
（
火
）

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◆
場
所

ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ

◆
内
容

ど
ん
ぐ
り
や
松
ぼ
っ
く
り
を
使

っ
た
工
作

◆
参
加
費

な
し

◆
参
加
者

60
歳
以
上
の
男
性

◆
申
し
込
み

11
月
13
日
（
金
）
ま
で

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

安
全
に
運
転
す
る
た
め
に
は
、
自

車
の
存
在
を
い
ち
早
く
周
囲
に
知

ら
せ
る
ほ
か
、
交
通
の
危
険
を
早

期
に
発
見
し
て
回
避
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
時
期

の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
「
午
後
４
時

を
目
安
と
し
た
ラ
イ
ト
の
早
め
点

灯
」
や
「
ラ
イ
ト
の
上
向
き
・
下

向
き
の
こ
ま
め
な
切
替
え
」
に
よ

る
安
全
運
転
を
促
し
、
交
通
事
故

の
防
止
を
図
り
ま
す
。

◆
期
間

平
成
27
年
11
月
1
日
（
日
）～

平
成
28
年
2
月
29
日
（
月
）

◆
主
唱

福
島
県
・
福
島
県
交
通
対
策
協

議
会

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

環
境
対
策
課

お
問
い
合
わ
せ
先

郵
送
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
プ
ラ
ン
ア
テ
ー
ナ
ー

☎
０
２
４
６
（
38
）
６
８
６
０

お
問
い
合
わ
せ
先
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納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や

厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を

納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
27
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
ま
で

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で

す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ

た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、配
偶
者
や
ご
家
族（
お

子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。（
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は

じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
2
月
上

旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課
国
保
年
金
係

お
問
い
合
わ
せ
先

被
用
者
年
金
一
元
化
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
厚

生
年
金
と
３
つ
の
共
済
年
金
に
分

か
れ
て
い
た
被
用
者
年
金
制
度
が

厚
生
年
金
制
度
に
統
一
さ
れ
ま
し

た
。

○
平
成
27
年
10
月
以
降
、
厚
生
年

金
の
決
定
・
支
払
は
従
来
ど
お
り

厚
生
年
金
保
険
者
期
間
分
は
日
本

年
金
機
構
、
共
済
組
合
等
加
入
期

間
分
に
つ
い
て
は
各
共
済
組
合
等

で
行
い
ま
す
。

○
厚
生
年
金
に
関
す
る
届
書
等

（
注
）
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年

金
事
務
所
）
ま
た
は
各
共
済
組
合

等
の
、
ど
の
窓
口
で
も
受
付
し
ま

す
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）

※
①
平
成
27
年
10
月
以
降
に
受
給

権
が
発
生
し
た
厚
生
年
金
に
限
り

ま
す
。

　

②
障
害
給
付
の
届
書
等
の
一
部

の
届
書
を
除
き
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」

（
☎
０
５
７
０
─
０
５
─
１
１
６
５

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は
０
３
─
６
７

０
０
─
１
１
６
５
）

お
問
い
合
わ
せ
先

日本年金機構に提出する住民票は
マイナンバーの記載がないものを

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
改
正
さ
れ
、
当
分
の

間
、日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
個
人
番
号（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
利
用
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

○
日
本
年
金
機
構
に
対
し
て
、
年
金
請
求
時

な
ど
に
必
要
な
書
類
と
し
て
「
住
民
票
」
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
に
は
「
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

「
住
民
票
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
☎
０
５
７
０
─
０
５
─
１
１
６
５

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る

場
合
は
０
３
─
６
７
０
０
─
１
１
６
５
）

お
問
い
合
わ
せ
先

日本年金機構
（年金事務所・事務センター）住民票

（※マイナンバー記載なし）

住民票
（※マイナンバー記載あり）

000000000000

提出○

提出×
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お 知 ら せ

□

□

消防署からのお知らせ

が実施されます！！

秋の全国火災予防運動

　秋が深まってきますと、空気が乾燥して火災が起きやすくなりま
す。火の取り扱いには十分注意しましょう。
　また、寒くなり暖房器具を使用する場合は、事前に点検を行いま
しょう。

□全国的に火災に対して注意を呼び掛ける運動が始
まったのは1952年（昭和27年）からで、当時は「全
国大火撲滅運動」と呼ばれていましたが、翌1953年
（昭和28年）からは「全国火災予防運動」の名称が
使われるようになりました。

□「全国火災予防運動」は年２回実施しています。
　　春：３月１日～３月７日

　　秋：１１月９日～１１月１５日

無防備な　心に火災が　かくれんぼ

平成27年度防火標語 【消防署連絡先】

浪江消防署

富岡消防署

0240-34-7360

0240-25-2119

たばこ（１４６人）→寝たばこはしない！

ストーブ（１１０人）→可燃物を近くに置かない！

放火（１０１人）→周りに燃えやすい物を置かない！

死
者
の
発
生
し
た
住
宅
火
災
の
原
因

平
成
二
六
年

全
国
値

こんろ（４９人）→離れる時は火を消す！

ちょっと豆知識

双葉消防本部

公認キャラクター

ふたばちゃん」「
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さびないカラダづくり
～からだを動かして気分をリフレッシュしませんか～

平成27年度健康づくり講座　運動編

【お申し込み・お問い合わせ先】
大熊町役場いわき出張所
保健センター

いわき出張所

各種催しのご案内

11月11日（水）
24日（火）

午前９時30分～12時

いわき出張所　２階

未就学児とその親、祖父母

＊身長・体重測定　
＊離乳食や育児についての
個別相談もできます
※11日はベビーマッサージ
を行いますので、バスタ
オルや水分を準備してく
ださい。

不要

日にち

11月26日（木）

午前10時～午後1時終了予定

常磐共同ガス　ガスワンキッ
チンスタジオ「ステラ」
いわき市常磐湯本町日渡74－7
＊駐車場有
☎0120－43－3148

そば打ち

定員10名（年令、性別問わず
誰でも参加可能）　

電話または来所にて

無料

エプロン、三角巾など

日にち

時　間

会　場

内　容

対象者

申込み

参加費

持ち物

11月27日（金）

午前10時～11時30分

いわき出張所　2階コミュニティホール

誰でも参加可能

Ｊヴィレッジフィットネスクラブ　スタッフ

動きやすい服装と室内履き、水分

電話にて（当日参加も可能）

日にち

時　間

会　場

対象者

講　師

持ち物

申込み

時　間

会　場

対　象

内　容

申込み

子育てひろば シルバークッキング
人生、銀色（シルバー）のように渋く輝きたい！
喋って・つくって・食べて元気になろう

　保健だより



こころの元気を育てる講座

『そば打ち体験』
in 郡山市

おおちゃん
小法師絵付け会

会津若松出張所 いわき出張所

11月27日（金）
午後１時～３時30分
中央台公民館
＊いわき市中央台飯野4丁目
５－１
絵付け体験&交流会
作った作品はお持ち帰りでき
ます。
15名（定員になり次第しめ切
ります）
11月24日までお申込くださ
い。

日にち11月25日(水) 
午前９時30分～午後１時
郡山市富田西地域公民館　
（郡山市富田町字大十内85-22）
そば打ち体験と交流会
阿部　淳平さん 
15名 (定員になり次第しめ切
ります。)  
11月18日（水）までに電話に
てお申し込みください。
エプロン、三角巾
500円

日にち
時　間
会　場

内　容
講　師
定　員

申込み

持ち物
参加費

時　間
会　場

内　容

定　員

申込み

好評につき
第2弾！

【お問い合わせ先】
大熊町役場いわき
出張所　保健センター

【お問い合わせ先】
大熊町役場会津若松出張所
保健センター
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　保健だより

こころの元気講座で便利な小物作り
　

10
月
２
日
、
福
島
市
の
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
こ
こ
ろ
の
元
気
を
育
て
る
講
座

「
便
利
な
小
物
（
小
銭
入
れ
）
作
り
」
を

開
催
し
、
福
島
市
に
お
住
ま
い
の
８
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々

は
普
段
は
あ
ま
り
顔
を
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る
こ
と
が
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い
と
の
事
で
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た
が
、
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師
の
岡
部
タ

カ
子
さ
ん
の
楽
し
い
雰
囲
気
と
丁
寧
な
指

導
の
も
と
、
み
な
さ
ん
談
笑
し
な
が
ら
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
懐
か
し
い
顔
が
見
れ
て
ホ
ッ
と

し
た
り
、大
声
で
笑
っ
た
り
で
き
た
」「
皆

さ
ん
と
楽
し
く
話
し
も
で
き
、
真
剣
に
取

り
組
む
事
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

小銭入れを製作した参加者



会津若松市 会津若松市

県北地方

埼玉県　

いわき市

茨城県
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おおくま町会津会

すまいるサロン

大熊町のママさんサークル
ママだってやってみ隊！

こらんしょ大熊

大熊町避難者コミュニティ
積小為大の会

～次回イベントご案内～

11月の定例会は次の通り開催します。

町民掲示板

　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」は借
り上げ住宅に避難されている町民の皆さまのため
の交流会を毎月第1、第3水曜日に開催していま
す。お気軽にご参加ください。

いわき市内に避難している皆さん！
お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけます。
初めての方は、ご連絡いただければ幸いです。

県北地方避難者交流会「こらんしょ大熊」
の忘年会を福島市の土湯温泉で開きます。皆
さんのご参加をお待ちしています。

◆11月の開催日
・ 4日㈬　交流会（マイナンバー説明会の予定）
　午前10時～
・18日㈬　芋煮会（せせらぎ公園）午前10時集合
◆場所　おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」
　　　　（会津若松市）
◆内容　町民同士の交流、情報交換など

※随時会員を募集しています。

◆日時　11月24日㈫
　　　　午前10時～午後３時
※ご都合のよい時間にお出かけください。
◆会場　大熊町役場いわき出張所２階調理室
◆主催　すまいるサロン

◆日時　12月4日㈮～5日㈯　午後3時集合
◆場所　土湯温泉　福うさぎ
　　　　（福島市土湯温泉町字八郎畑3-1）
　　　　☎024-595-2611
◆会費　1人10,000円（予定）
　※詳細は菅野までお問い合わせください。

◆日　　時　11月17日㈫午前10時～正午
◆会　　場　一箕町長原地区仮設住宅南集会所
　　　　　　（会津若松市）
◆内　　容　ポーセラーツ
◆費　　用　2,000円
◆締め切り　11月13日㈮

◆日　時　11月18日㈬　10:00～
・おしゃべりサロン
◆場　所　やすらぎ会館
　　　　　（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
※12月は忘年会を予定しています。

◆日　時　11月28日㈯
　　　　　午前10時～正午
◆場　所　社団法人茨城県産業会館
　　　　　（水戸市桜川2-2-35）
◆駐車場　産業会館の駐車場をご利用ください
◆内　容　懇談会

【お問い合わせ先】
☎090-7078-2327（山本）

【お問い合わせ先】
☎080-1830-5567（小林）

【お申し込み・お問い合わせ先】
☎090-6259-7933（阿部）

※平日午前10時～午後５時受付

【お問い合わせ】
代表　菅野充史

☎090-7233-1148

【お問い合わせ先】
ひまわりの会
☎080-5431-0123（島田）

【お問い合わせ】
浅野秀蔵（水戸市）☎080-1657-7286
Email：syu-senya.takanori@coral.plala.or.jp

輪になろう！ ふみ出そう！

ひまわりサロン
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町民掲示板

おおくままち北浜グループ
会員募集・創立総会開催のお知らせ

平成２年度大熊町立大熊中卒の同窓会を開きます
（昭和50年4月2日～昭和51年4月1日生まれ）

町体協バレー部の懇親会を開きました

浜通り北部で集える大熊町民同士で！

（新地・相馬・南相馬・宮城県等）

定期的に交流する会をつくりませんか？

※会員随時募集中！総会当日入会も可能。
お電話・ご郵送での直接お申し込みは随時承っております。

お名前・ご住所・電話番号をお教えください。

◆日　時　12月6日㈰　10:00～
　　　　　（調理希望者は9:00～）
◆場　所　原町生涯学習センター
　　　　　集会室・調理室
◆住　所　南相馬市原町区小川町３２２－１
◆内　容　総会、餅つき
◆参加費　無料
◆発起人　井上三智、小林五藏、末永とし江、
　　　　　杤本信一、渡部朝子（五十音順）

【総会参加・入会お申し込み・各種お問い合わせ】
大熊町コミュニティ支援いわき事務所
〒970-1144　いわき市好間工業団地1-43�
大熊町役場いわき出張所2階
☎0246-88-9317
電 話 受 付 時 間：平日10時～16時
総会当日の連絡先：070-5581-5939（冨岡）

平成２年度大熊中学校卒業生として巣立ち、
早くも25年が過ぎました。このたび、男性の
厄祓い式を兼ねた同級会を開催します。恩師の
先生方にもお声掛けしていますので、お誘い合
わせのうえ、ぜひご出席ください。
出席を希望される方は、幹事へご連絡いただ
くか、メールで申し込んでください。その際①
氏名②旧姓③現住所④連絡先⑤生年月日（男性
のみ）を送信してください。個人情報について
は幹事側の連絡資料とし、公表しませんのでご
理解ください。
なお、今回の案内にあたり、広報おおくま、
町公式ホームページを活用しました。ご家族や
ご友人の方などでご覧になった方から周知して
いただけると幸いです。

　先日、いわき市のかんぽの宿で懇親会を開き
ました。
　遠くは九州から飛行機とレンタカーで駆け付
ける人もおり、総勢50人が参加しました。
　懐かしい顔、顔。避難以来4年ぶりに会う人
もいて大いに盛り上がり、涙、笑いと夜遅くま
で大盛況でした。
　またバレーができたらいいな、でも無理かな、
続けてほしいなあと思いながら散会しました。

◆日　　時　平成28年１月２日㈯
　厄払い式（男性のみ）午前11時～
　写真撮影（男女）　　午前11時半
　懇親会　　　　　　　正午～
※事前に受け付けをお願いします
◆場　　所　いわきワシントンホテル
　　　　　　（いわき市平字一町目1番地）
　　　　　　☎0246-35-3000
◆会　　費　男性9,500円、女性10,500円
　　　　　　（祈祷、飲食、写真代）
　※場合によっては金額調整がともないます
◆幹　　事　山本奈々、泉沢麻実（旧姓�荒木）、
　　　　　　吉田学、菅原祐樹
◆申込期限　12月15日
【連絡先】　E-mail　ootyu50.51@gmail.com
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下野上1区女性部の交流会を開きました

町区の臨時総会・懇親会を開催します

熊３区の臨時総会・懇親会を開きました

　９月11日、かんぽの宿いわきで下野上１区女性部の交流会を開催しました。
　１年ぶりの再会に話もはずみ、和やかな時間を過ごしました。女性部のあり方も相談し、いったん休
部として今後また別の形で交流できるようにと話し合いました。
　その中で、先の水害の話にも触れ、参加者に寄付を募り、大熊町社会福祉協議会を通じ、栃木県台風
18号災害義援金として共同募金会に寄付しました。

町区の臨時総会ならびに絆維持補助金を活用し
た懇親会を開催します。
皆さまご多忙とは存じますが、お集まりくださ
るようご案内します。
◆日　　時　11月28日㈯
　午後３時30分～臨時総会
　午後６時～　 町区の集い（絆維持懇親会）
※懇親会は１泊ですが、泊まらず懇親会のみの参
加も歓迎です。
◆会　　場　湯本温泉　吹の湯
　　　　　　（いわき市常磐湯本町吹谷48）
　　　　　　☎0246-42-2158

◆連絡方法
送付したハガキでご連絡ください（欠席の方は委
任状欄に本人の氏名と必要事項を記載し、返送し
てください。送迎をご利用の方は列車時刻と利用
の旨記入ください）
◆会　　費　１人500円
　　　　　　　（懇親会アトラクション費用）
◆交 通 費　定額をお支払いします。
【お問い合わせ先】
　区　長　佐々木祥一　☎090-4885-3454
　副区長　畑川　恵成　☎080-6005-9353

９月12日（土）、磐梯熱海「華の湯」で熊３区の臨時総会と懇親会を開催しました。
避難後２回目の開催で、１回目は参加者が制限されていましたが、今回は全戸に案内が届くよう役場
に依頼したため70人に参加していただきました。
臨時総会では会計報告等の他に絆維持
補助金の説明、今後の運営などを説明。
その後の懇親会は記念撮影に始まり、避
難からちょうど４年半ということもあり
懐かしい話で盛り上がりました。
翌日、散会の際に記念写真を持ち帰っ
てもらいました。皆さん、よい思い出づ
くりになったのではないかと思います。

� （熊３区副区長・渡部光夫）
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熊川老人クラブ
（浜友会）臨時総会を

開催します

古滝屋温泉日帰りお茶会
ご一緒しませんか

紅葉カップパークゴルフを開催

◆日時　11月29日㈰
　総会　午後４時～
　宴会　午後６時～
◆場所　いわき市湯本温泉　ホテル美里
　　　　☎0246-42-2181

浜友会会長　松永秀貞
【お問い合わせ先】

☎080-1844-7541（鎌田寿忠）

　いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温泉で一
日お茶を飲みながらの交流会を毎月第三水曜に行っ
ています。ご参加をお待ちしています。
◆日　時　11月18日㈬　午前10時～午後３時
◆場　所　古滝屋
※人数がまとまれば、好間第三仮設から無料送迎
バスあり
◆入浴料　800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
【お申し込み先】☎080-6007-6824（市川）
　　　　　　　 ☎090-5187-2234（堀本）

　おおくまパークゴルフ協会主催の紅葉
カップパークゴルフ大会を10月9日に二
本松市の日山パークゴルフ場で開きまし
た。秋晴れの空の下、県内の各避難先か
ら集まった愛好家の皆さんが楽しく競技
しました。
　成績は次の通りです。

◆男子
　優勝＝泉篤、準優勝＝志賀儀幸、3位＝新藤建次
◆女子
　優勝＝冨田睦子、準優勝＝斉藤絹子、3位＝菅原幸子

夫沢3区交流会のご案内
◆日　時　12月12日㈯　午後４時集合
　　　　　 　13日㈰　午前10時解散
◆会　場　磐梯熱海温泉　ホテル華の湯
　　　　　（郡山市熱海町熱海5丁目8-60）
　　　　　☎024-984-2222
◆参加費
・20歳以上の社会人～65歳…2,000円
・65歳以上と小学生～大学生…1,000円
・未就学児、乳児…無料
※町の「絆補助金」を活用して実施します。
◆その他
・県外からの参加者には1世帯当たり10,000円を
助成します。

・ホテルの宴会場で午後6時から8時まで全体交
流会を開きます。
・お席とお部屋は班単位、家族単位で準備します。
・朝食後は午前10時までの自由解散とします。
◆申し込み方法
　送付したはがきを11月20日㈮まで、副区長の
佐々木まで送ってください。
【お問い合わせ先】
　区　長・冨田　英市　☎090-6228-9776

（午前8時～午後6時）
　副区長・佐々木正重　☎090-4884-1345

（午後6時30分～午後9時）
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おくやみ申し上げます
死亡者名 年 齢 住　所

吉　田　今朝治 88 歳 金 谷 平

石母田　健　治 67 歳 西　　平

石　神　ゑ　い 95 歳 錦　　台

死亡者名 年 齢 住　所
若　狹　昭　一 59 歳 新　　町

石　川　キ　ヨ 87 歳 南　　台

田　熊　澄　子 82 歳 中 央 台

2015年（平成27年）９月

通話無料（平日 9:00 ～ 17:00）☎

久しぶりにタブレットをお使いになる方へ

☆個別相談窓口開設中☆
操作や修理の相談だけではなく、私たちスタッフとの会話も

楽しんで頂ければと思っています♪

会津若松出張所へお越しの際は２階南側、タブレット相談室へ

お気軽にお立ち寄りください。

お問い合わせはこちら！

毎週木曜日
配信中

◇使用するには３０分程度充電が必要です !

◇タブレットと通信機器に電源を入れます。

◇電源が入るとメッセージが表示されますので
　表示されなくなるまで「ＯＫ」を押します。

0800-800-0907

○人口及び世帯
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235

平成27年９月30日現在 10,781 3,926

増　　減 △ 724 △ 309

●避難先の状況 （平成27年10月1日現在）
福島県内の主な避難先地域

いわき地域 会津地域 県中地域
4,459人 1,658人 1,242人

福島県外の主な避難先都道府県
茨城県 埼玉県 東京都

454人 400人 290人

大熊町の避難状況

大熊町公式サイト、ブログ大熊町では新着情
報や重要なお知らせなどを随時更新しています。
ぜひご覧ください。

 大熊町公式サイト 
　http://www.town.okuma.fukushima.jp/

 ブログ大熊町 　http://blog-okuma.jugem.jp/

を ,ご利用ください !

大熊町公式サイト、
ブログ大熊町

大熊町公式サイト、
ブログ大熊町
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 大熊町役場 

●会津若松出張所
（総務課、企画調整課、税務課、住民課、福祉課、健
康介護課、環境対策課、生活支援課、産業建設課、出
納室、教育総務課、議会事務局）
〒965-0873 会津若松市追手町2-41
TEL：0120-26-3844（フリーダイヤル）
FAX：0242-26-3794

●いわき出張所
（生活支援係、住民福祉係、保健衛生係、復興事業課）
〒970-1144 いわき市好間工業団地1-43
TEL：0120-26-5671（フリーダイヤル）
FAX：0246-36-5672

●中通り連絡事務所
〒964-0915 二本松市金色421-10　

　　　　　　　オフィス・ウインドストリーム１F
TEL：0120-24-1013（フリーダイヤル）
FAX：0243-24-1259

●現地連絡事務所
〒979-1306 大熊町大字大川原字手の倉125

坂下ダム施設管理事務所内
TEL：0240-32-2318　FAX：0240-32-5460
※現地連絡事務所では大熊町内の防火・防犯、一時立入者の

補助業務を行っています。それ以外の業務につきまして
は、会津若松出張所またはいわき出張所、中通り連絡事
務所へお問い合わせくださいますようお願いします。

 大熊町コミュニティ支援事務所 

●関東事務所（梨の実スペース）
〒330-0062　さいたま市浦和区仲町2-15-4

アイリーセブンコート１F
TEL：048-711-7135

●いわき事務所
〒970-1144　いわき市好間工業団地1-43

大熊町役場いわき出張所内
TEL：0246-88-9317

 大熊中学校 
〒965-0003 会津若松市一箕町八幡字門田9-2
TEL：0242-23-7214　FAX：0242-37-7157

 大野小学校 
〒969-3411 会津若松市河東町大田原字村中186
TEL：0242-75-2350　FAX：0242-75-2352

 熊町小学校 
〒969-3411 会津若松市河東町大田原字村中186
TEL：0242-76-1821　FAX：0242-76-1822

 大熊幼稚園 
〒969-3411 会津若松市河東町大田原字村中152
TEL：0242-75-3150　FAX：0242-76-1718

 大熊町社会福祉協議会 

●会津若松出張所
〒965-0873 会津若松市追手町2-41

（大熊町役場会津若松出張所内）
TEL：0242-29-5760　FAX：0242-29-5761

●大熊町関連施設お問い合わせ先●

●いわき連絡所
〒970-1144 いわき市好間工業団地1-43

（大熊町役場いわき出張所内）
TEL：0246-38-8920　FAX：0246-38-8921

●中通り連絡所
〒964-0915 二本松市金色421-10　

（大熊町役場中通り連絡事務所2階）
TEL：0243-24-1338　FAX：0243-24-1339

 大熊町商工会 
〒965-0873 会津若松市追手町2-41

（大熊町役場会津若松出張所内）
TEL：0242-29-5770　FAX：0242-29-5771

　

内
閣
改
造
に
伴
い
新
た
に
就
任
し
た
大
臣
が
10
月
、
相
次
い
で
あ

い
さ
つ
や
町
内
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
19
日
に
は
安
倍
晋
三
首
相
が

大
川
原
を
視
察
し
、
現
地
復
興
拠
点
の
整
備
計
画
に
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
震
災
か
ら
4
年
7
カ
月
が
過
ぎ
て
も
、
い
ま
だ
厳

し
い
環
境
下
に
あ
る
双
葉
、
大
熊
両
町
の
復
興
を
後
押
し
し
た
い
と

い
う
国
の
姿
勢
の
表
れ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

思
え
ば
、
こ
の
4
年
7
カ
月
、
数
多
く
の
要
人
と
意
見
を
交
わ
す

機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
首
相
や
大
臣
、
副
大
臣
だ
け
で
な
く
、
省
庁

の
事
務
次
官
、
局
長
ク
ラ
ス
と
も
日
常
的
に
顔
を
合
わ
せ
て
き
ま
し

た
。
震
災
前
だ
っ
た
ら
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。
未
曽
有
の
原

子
力
災
害
に
伴
う
緊
急
事
態
だ
っ
た
と
は
い
え
、
さ
す
が
に
初
め
は

緊
張
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
慣
れ
と
は
怖
い
も
の
で
、
当

初
の
緊
張
感
を
保
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
と
自
分

を
戒
め
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　

当
然
で
す
が
、
要
人
に
も
い
ろ
ん
な
方
が
い
て
、
い
ろ
ん

な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
に
元
気
を
も
ら
う
こ
と
も

あ
れ
ば
、
逆
に
自
信
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

我
々
が
置
か
れ
た
現
状
で
は
前
を
向
い
て
進
む
こ
と
し
か
で

き
ず
、そ
の
上
で
、ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て
議
論
し
た
経
験
は
、

ど
れ
も
貴
重
な
学
び
の
時
間
で
、
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
ま

し
た
。

　

国
が
我
々
に
目
を
向
け
て
い
て
く
れ
る
限
り
、
我
々
は
町

民
を
守
る
と
い
う
原
点
の
も
と
、
彼
ら
と
の
真
剣
な
対
話
を

重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
長
室
か
ら�

渡
辺
　
利
綱

対　話



あらかると
à la carte

この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。
この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。
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大熊町公式ホームページ�http://www.town.okuma.fukushima.jp/

顔
がん

晴
ば

ろう！大熊っ子！大会
　

町
立
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
合
同
運

動
会
「
第
5
回
顔が

ん

晴ば

ろ
う
！
大
熊
っ

子
！
大
会
」
が
9
月
19
日
、
会
津
若
松

市
河
東
町
の
熊
町
・
大
野
小
校
庭
で
開

か
れ
ま
し
た
。
駆
け
っ
こ
、
大
玉
転
が

し
、
綱
引
き
、
玉
入
れ
な
ど
定
番
種
目

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
全

力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
恒
例
の
応
援

合
戦
で
は
、
大
熊
中
の
応
援
団
が
紅
白

両
軍
に
迫
力
あ
る
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

お
昼
休
み
の
時
間
に
は
、
埼
玉
県
飯

能
市
の
よ
さ
こ
い
団
体
「
飯
能
乱ら

舞ぶ

」

の
皆
さ
ん
が
華
麗
な
舞
い
を
披
露
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
応
援
の
皆
さ
ん
も
一

体
と
な
っ
て
運
動
会
を
盛
り
上
げ
、
町

民
の
絆
を
強
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」おおちゃんクイズ　A・UFOパン
くうちゃんクイズ　A・始める


